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は
し
が
き

一
、
は
し
が
き

二
、
伊
東
家
に
お
け
る
分
家
の
過
程

三
、
遺
言
書
と
家
産
の
分
与

四
、
旦
堡
家
と
守
屋
家
の
事
例

五
、
あ
と
が
き

日
本
封
建
制
社
会
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
一
つ
の
重
要
な
課
題
と
し
て
「
家
」

の
問
題
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
家
制
度
の
歴
史
で
は
な
く
、
家
生
活
と
意
識
の
歴
史
に
即
し
て
日
本
社
会
の
歴
史
的
基
盤
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。
往
々
公
文
書
の
み
を
操
作
し
て
き
わ
め
て
形
式
的
、
皮
相
な
理
解
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
事
実
と
見
誤
っ
て
い
る
場
合
も

少
く
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
我
々
は
も
っ
と
家
内
部
そ
の
も
の
を
窺
う
史
料
に
よ
っ
て
事
実
を
確
証
し
つ
つ
、
家
の
構
造
や
機
能
、
そ
の
社

会
経
済
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
お
も
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
迂
遠
で
も
土
台
に
個
別
研
究
の
煉
瓦
を
一
っ

づ
つ
積
み
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
単
に
一
、
二
の
家
の
史
料
が
残
存
し
て
い
る
だ
け
で
は
不
充
分
な
の
で
あ
っ
て
、
家
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と
こ
ろ
で
近
世
の
如
く
す
で
に
社
会
的
機
構
が
固
定
化
し
、
生
産
力
も
比
較
的
に
停
滞
的
で
あ
っ
た
社
会
で
は
分
家
を
分
立
す
る
こ
と
は

一
般
的
に
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
武
家
層
で
は
長
子
単
独
相
続
制
を
原
則
と
し
、
知
行
や
役
職
が
家
1
1

家
格
と
密
着
し
、
そ
れ
を
以
て
軍

役
奉
仕
の
基
盤
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
分
家
の
分
出
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
当
時
の
衛
生
条
件
の
故
で
あ
ろ
う
、
各
家
の
系

譜
を
探
る
と
夭
亡
の
者
が
多
数
で
、
こ
の
点
か
ら
は
分
家
分
出
の
必
要
は
少
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
次
・
三
男
が
他
家
へ
養
嗣
と
な
る
こ
と
も
多

い
。
そ
れ
は
一
面
分
家
の
困
難
を
物
語
る
こ
と
で
も
あ
る
が
）
。
し
か
し
条
件
さ
え
許
せ
ば
、
家
の
存
立
の
基
盤
と
し
て
本
家
の
家
産
よ
り
相
当
の

部
分
を
分
与
し
分
家
を
分
出
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
て
、

で
あ
っ
た
。
薩
摩
藩
の
場
合
、
郷
士
は
郷
村
に
居
住
し
荒
蕪
地
を
開
発
し
得
た
し
、
ま
た
知
行
を
買
入
れ
る
こ
と
も
出
来
た
の
で
、
上
層
の

郷
士
に
は
分
家
分
出
の
機
会
も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

高
山
郷
士
の
知
行
高
を
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
と
文
化
二
年
(
-
八
0
五
）
の
時
点
で
う
か
が
う
と
第
1
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
内
高
の
ほ
か
に
外
高
も
多
少
有
り
得
る
の
で
正
確
で
は
な
い
が
、
大
要
は
把
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
上
層
郷
士
よ
り
伊
東
家
を
中

心
的
事
例
と
し
て
、
日
高
家
お
よ
び
守
屋
家
を
傍
証
と
し
て
取
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
ら
の
家
は
表
で
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
て
い
る
。
全
体
的

に
は
少
数
の
大
高
持
の
郷
士
と
多
数
の
小
高
乃
至
一
ヶ
所
・
無
屋
敷
の
郷
士
の
存
在
を
知
る
の
で
あ
る
。
大
高
持
層
は
土
地
で
所
謂
「
高
山

お
も
う
。 幕

末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第
三
十
巻

は
村
落
生
活
．
都
市
生
活
の
中
に
編
み
こ
ま
れ
て
、
は
じ
め
て
家
の
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
村
落
生
活
．
都
市
生
活
が
或

程
度
解
明
せ
ら
れ
、
家
と
家
の
関
係
が
相
当
に
明
ら
か
に
し
得
る
と
予
想
さ
れ
る
地
域
を
選
定
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
薩

こ
う
や
ま

摩
藩
大
隅
国
高
山
郷
（
現
鹿
児
島
県
肝
属
郡
高
山
町
）
は
そ
う
い
う
意
味
で
私
が
南
九
州
地
域
の
調
査
の
中
か
ら
選
定
し
、
年
来
取
組
ん
で
い
る

処
で
あ
る
が
、
今
回
は
此
の
郷
で
の
上
層
郷
士
に
お
け
る
分
家
分
出
の
あ
り
方
を
、
と
く
に
家
産
分
与
と
い
う
視
点
か
ら
窺
っ
て
み
た
い
と

そ
れ
は
本
家
に
お
い
て
早
く
よ
り
相
当
の
気
構
え
と
長
い
準
備
を
経
て
行
わ
れ
た
の

第
五
・
六
合
併
号

一
八
八
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第 ー

人訟
明 和 8

 
年

副人

表

．

― 文 化 2
 

年

備 考 備 考

無 屋

ケ

敷

所

1石以下

1石～5石

5 

10 

20 

30 

40 
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70 

第
三
十
巻

80 
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12 このうち
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1
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156.9……•り•••可俣家
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注． 1. 明和 8年卯 8月高山衆中高極帳、文化 2年丑8月高山郷士高究帳

により作成。
2. 寺 3ケ所を含む。

3. 諸役高は各人の高に算入し集計

4. 外高（文化2年の場合）は算入せず

5. ほかに両年とも郷士模合高87.3石あり。
6. 備考欄の高は升以下切捨。
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第
三
十
巻

十
九
家
」
の
層
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
数
代
に
わ
た
り
複
雑
な
姻
戚
関
係
を
結
び
、

ま
た
郷
士
年
寄
・
与
頭
・
横

目
等
の
役
職
を
数
戸
づ
つ
交
互
に
受
け
持
ち
、
云
わ
ば
一
郷
の
支
配
は
こ
れ
ら
上
層
郷
士
の
合
議
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
此
等
の
上
層
郷
士
と
雖
も
、
い
づ
れ
も
分
家
の
分
出
は
き
わ
め
て
少
く
、
明
治
以
前
は
一
戸
乃
至
二
戸
に
と
ど
ま
り
、
全
く
分
家
を

な
お
日
高
家
は
郷
士
に
は
珍
し
く
三
百
石
以
上
の
持
高
を
有
し
、
近
世
初
頭
よ
り
家
格
・
持
高
と
も
に
最
上
層
の
家
で
あ
り
、
伊
東
家
・

守
屋
家
は
む
し
ろ
近
世
中
期
以
降
上
昇
し
郷
士
年
寄
を
勤
む
る
に
至
っ
た
家
で
あ
る
。

文
書
に
は
「
別
家
」
と
表
現
さ
れ
る
。

男
家
）
と
云
い
、

ま
た
分
家
を
藩
に
願
い
出
て
公
式
に
分
家
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
「
別
立
成
」
と

云
っ
た
。
も
っ
と
も
村
落
生
活
の
中
で
分
家
が
実
質
的
に
認
め
ら
れ
る
の
ほ
ョ
リ
後
年
の
こ
＂
と
で
あ
る
。

本
稿
と
前
後
し
て
守
屋
家
の
分
家
守
屋
泰
造
家
（
屋
号
ウ
ェ
）
の
分
家
の
過
程
、
家
産
の
分
与
、
本
家
・
分
家
関
係
等
に
つ
い
て
別
稿
を
発

表
す
る
つ
も
り
で
あ
る
の
で
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

か
か
る
危
険
を
鋭
く
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
中
村
吉
治
、
検
地
帳
と
宗
門
帳
と
農
民
家
族
（
東
北
経
済
四
八
号
）
参
照
。

石
井
良
助
、
長
子
相
続
制
（
日
本
評
論
社
、
法
律
学
体
系
第
二
部
、
法
学
理
論
篇
八
四
）
九
八
頁
。

秀
村
、
幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
に
お
け
る
分
家
の
一
考
察
（
喜
多
野
清
一
博
士
頌
寿
論
文
集
、
創
文
社
刊
、
所
収
）
。

伊
東
家
に
お
け
る
分
家
の
過
程

伊
東
家
は
元
禄
年
代
に
火
災
に
逢
い
、
文
書
を
焼
失
し
て
い
る
た
め
、
古
い
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
近
世
初
頭
薩
摩
国

伊
作
よ
り
移
住
し
て
き
た
も
の
で
、
略
系
図
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
寛
永
十
年
(
-
六
一

1

―
-
＝
-
）
に
は
「
高
八
石

分
出
し
な
い
家
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

伊
作
か
五
十
才

伊
東

分
家
の
こ
と
を
当
地
方
で
ほ
普
通
に
ジ
ナ
ン
ケ

（次

第
五
・
六
合
併
号

一九
0
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

嘉
納
次
、
佳
納
次

ー

祐

治

|

|

|

|

l

柳

悦

寛
政
九
年
生
ー
嘉
永
六
年
死
去

第
三
十
巻

天
明
七
年
生
ー
文
久
元
年
死
去

五
男

柳

悦

祐

春

柳

庵

1
1
/
 

祐

嘉
平
太
、
敬
蔵
、
慶
蔵
、
オ
蔵

嘉
早
太

天
保
三
年
生
ー
明
治
Jtt五
年
死
去

祥

宝
永
一
＿
一
年
生
ー
寛
政
七
年
死
去

元
文
二
年
生
ー
文
化
元
年
死
去

ー

祐 嘉
兵
衛
、
嘉
左
衛
門

疇
リ

積

正

祐

清
右
衛
門

作
ヨ
リ
六
歳

歪
祐
）
幻

清
右
衛
門
」
と
見
え
、

万
千
代
・
清
右
衛
門

そ
の
養
子
万
千
代
（
後
の
清
右
衛
門
吉
久
）

‘,‘ 3
 

伊
東
万
千
代
」

第
五
・
六
合
併
号

一
九

に
つ
い
て
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
0
)
に
「
高
九
石
一
斗
三
舛
五
合
伊

と
見
え
て
い
る
。
清
右
衛
門
吉
久
（
万
、
千
代
）
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

森
右
衛
門
、
嘉
左
衛
門

チ
カ

吉

久

＇

祐

智

（
右
田
城
之
介
嫡
子
）
（
川
俣
九
郎
右
衛
門
二
男
）

寛
永
十
六
年
生
ー
元
禄
五
年
死
去

嘉

右

衛

門

嘉

太

郎

、

佳

太

郎

ャス

祐

愛

温

宝
暦
十
三
年
生
ー
弘
化
二
年
死
去

治
兵
衛

ー
兼
昭
（
内
之
浦
家
ヲ
嗣
グ
）

ー

祐

伴

山

金

祐

天
和
元
年
生
ー
宝
暦
十

1

年
死
去

ー一

清
六
左
衛
門
、
嘉
右
衛
門 二

十
数
オ
で
早
世
し
た
が
、
そ
の
跡
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幕
末
期
薩
摩
維
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

右
衛
門
）
が
伊
東
家
が
嗣
い
だ
こ
と
は
、
伊
東
家
の
家
格
を
そ
の
以
前
に
比
べ
て
一
段
と
高
め
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

的
に
は
河
俣
家
よ
り
分
家
に
近
い
か
た
ち
で
伊
東
家
の
名
跡
を
立
て
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

嘉
左
衛
門
は
家
老
島
津
助
之
丞
の
与
力
を
勤
め
、
そ
の
後
高
山
へ
帰
っ
て
唆
（
後
の
郷
士
年
寄
）
を
勤
め
た
。
し
か
し
元
禄
初
に
は
中
馬

場
の
屋
敷
は
火
災
に
逢
い
、
以
後
御
仮
屋
地
守
を
兼
務
し
た
が
（
し
た
が
っ
て
地
頭
仮
屋
の
中
に
居
住
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
）
、
元
禄
五
年
(
-
六

九
二
）
死
亡
、
そ
の
子
嘉
右
衛
門
金
祐
は
幼
少
の
た
め
（
母
も
死
亡
）
、
河
俣
家
に
て
赤
池
の
新
地
に
家
作
を
し
、
伯
父
河
俣
治
左
衛
門
一
人

移
り
、
嘉
右
衛
門
を
養
育
し
た
と
云
わ
れ
る
。
嘉
右
衛
門
は
成
長
の
後
、
御
仮
屋
地
守
・
与
頭
を
兼
務
し
、
地
頭
仮
屋
に
居
住
し
た
が
、
元

乍

や

ぢ

屯

リ

文
元
年
（
一
七
三
六
）
屋
地
馬
場
の
屋
敷
（
現
在
地
）
へ
移
っ
た
。
嘉
右
衛
門
の
子
嘉
左
衛
門
祐
積
も
与
頭
を
勤
め
、
と
く
に
抱
地
を
多
く
開

発
し
、
杉
・
櫨
樹
を
植
え
、
「
当
家
中
興
の
人
也
」
と
云
わ
れ
て
い
る
。
か
く
て
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
に
は
、
「
高
四
拾
壱
石
八
斗
八

（
宝
暦
十
四
）

舛
六
合
壱
勺
七
オ
、
外
、
高
六
石
柏
原
茂
右
衛
門
方
へ
申
六
月
永
代
相
直
申
候
」
と
あ
り
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
は
高
三
拾
九
石
八

ャス

斗
九
舛
余
で
あ
っ
た
。
そ
の
子
嘉
右
衛
門
祐
衷
（
与
頭
・
郷
士
年
寄
を
勤
む
）
を
経
て
、
嘉
太
郎
（
佳
太
郎
）
祐
伴
に
至
る
ま
で
抱
地
の

開
発
、
持
高
の
集
積
・
上
昇
が
続
け
ら
れ
如
。
享
和
元
年
(
-
八
0
1

)

十
二
月
の
高
揃
で
は
第
2
表
に
示
す
通
り
で
、
さ
ら
に
文
化
二
年

（
一
八
0
五
）
に
は

云
わ
ば
実
質

し
た
が
っ
て
、
嘉
左
衛
門
（
森

第
三
十
巻
第
五
・
六
合
併
号

な
か
ま

i

ち
か

は
高
山
郷
の
上
層
郷
士
河
俣
治
左
衛
門
の
弟
森
右
衛
門
（
後
の
嘉
左
衛
門
祐
智
）
が
嗣
い
だ
。
伊
東
家
は
清
右
衛
門
正
祐
以
来
中
馬
場
に
屋

敷
が
あ
っ
た
が
、
此
の
時
、
河
俣
家
よ
り
森
右
衛
門
に
実
家
同
様
の
家
作
を
な
し
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
七
月
願
書
を
以
て
、
持
高
の
う

●
拾
八
石
大
崎
郷
狩
宿
村
吉
留
門
を
分
与
し
た
と
云
わ
れ
る
。
後
年
に
至
る
ま
で
基
礎
的
所
領
の
一
っ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

河
俣
治
左
衛
門
・
伊
東
嘉
左
衛
門
の
兄
弟
の
実
父
河
俣
九
郎
右
衛
門
は
寛
永
十
年
に
は
高
百
五
十
二
石
、
高
山
郷
で
は
六
ヶ
所
日
高
家
に

つ
ぎ
第
二
の
持
高
で
あ
っ
た
し
、
母
は
日
高
休
左
衛
門
（
寛
永
十
年
、
持
高
二
百
八
十
二
仁
）
の
女
で
あ
っ
た
。

一九
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幕
末
期
萱
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第 2
 

表

区 分 高 備 考 （所在）

門

石合

29.939.65 
石合

10.639.65 
大崎郷
狩宿村吉留門

（吉留門18石ノ内
6石・・・柏原家へ売払
1石…守屋家 II 

、
＼
ー
ー
／

．
 

.
o
 

9

1

 

3
 

高山郷新留村牧原門

9/ “' 川東門

門付浮免 狩宿村庄屋浮免
（吉留門18石ヨリ浮免二成）レ）

余

1.360.35 

1.997.91 

3.293.39 

27.023.95 

二寛政8年酉 2月改（起）、高屋敷其外地方出入書付留（伊東家文書）

所載の享保元年12月高揃により作成。

地 屋敷内余地高
前田村 ” 

石合

1.210.41 
0.787.5 

自作浮免 新留村自作浮免
（牧原門之内か浮免二成）レ）

第
三
十
巻

抱 地 後田村

計

第
五
・
六
合
併
号

一
，
九
三
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＝ 
同

五
畦

証

文

写

中
屋
敷
鱈
二
八
畦
拾
弐
歩

中

屋

敷

三

畦

拾

弐

歩

屋
敷
方

余

地

隈

元

市

郎

右

衛

門

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

『
高
七
拾
三
石
八
斗
四
舛
三
合

右
所
郷
士
瀬
尾
大
右
衛
門
方
ふ
借
銀
為
返
弁
方
永
代
＝
一
相
直
申
候
、
御
高
奉
行
所
証
文
有

嘉
太
郎
嫡
子

と
見
え
、
上
層
郷
士
と
し
て
ま
さ
に
分
家
を
分
出
し
得
る
時
期
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
次
男
嘉
納
次
（
寛
政
九
年
一
七
九
七
、
九
月
六
日
誕
生
）
に
分
家
さ
せ
る
目
的
で
、

文
化
三
年
（
嘉
納
次
十
オ
の
時
）
三
月
に
は
蛭
牟
田

馬
場
新
道
口
の
隠
尤
元
好
の
屋
敷
を
買
入
れ
附
属
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

大
豆
壱
表
弐
舛
八
合

大
豆
壱
斗
五
舛
―
―
一
合

大
豆
弐
斗
弐
舛
五
合

高
九
石
七
斗
六
舛
八
合
七
勺
五
才

内

伊

東

右
同

二
男

‘,. 。
ー

嘉
納
次
』

伊

東

伊

東

嘉
平
太

嘉
太
郎

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

一
九
四
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右
者
隈
元
元
好
事
、
薬
屋
払
方
―
―
差
支
、
曳
出
来
無
之
候
―
―
付
而
者
、
薬
屋
ふ
薬
種
取
入
方
不
相
調
、
早
速
力
渡
世
統
方
難
成
候
趣
、
図

（

紛

）

利

、

、

、

、

、

師
平
右
衛
門
を
以
、
文
化
二
年
丑
二
月
曳
借
用
之
望
再
三
被
粗
頼
候
―
―
付
、
分
三
拾
貫
文
壱
割
0

付
を
以
、
右
屋
敷
質
物
＝
一
而
遣
置
候

処
、
文
化
三
年
寅
三
月
右
東
学
院
•
平
右
衛
門
両
親
類
ふ
和
犀
藍
鸞
‘
か
応
恥
ふ
く
れ
候
様
、
旦
又
去
丑
二
月
か
当
三
月
迄
之
利
曳
四
貫
三

百
七
拾
文
心
付
二
引
捨
、
増
銀
五
百
目
相
渡
、
都
合
曳
八
拾
貫
文
―
―
而
買
入
く
れ
候
様
、
無
拠
承
趣
有
之
候
―
一
付
、
其
通
―
―
取
入
候
、
左

（
目
力
）

候
而
代
曳
皆
同
相
渡
候
、
請
取
両
通
取
置
、
屋
敷
目
録
壱
通
相
請
取
候
、

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

伊

東

嘉

太

郎

殿

寅
三
月
廿
六
日

文
化
三
年

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

一
九
五

宇

都

宮

東

学

院

印

右

同
市

来

平

右

衛

門

印

証
拠
人 隈

元

元

好

印

屋
敷
主

右
者
無
拠
差
支
之
儀
有
之
、
居
屋
敷
井
余
地
高
、
右
坪
付
通
御
方
に
永
代
売
渡
、
代
曳
八
拾
貫
文
相
請
取
、
別
証
文
二
通
相
渡
申
候
間
、

、
、
、
、
、

御
勝
手
次
第
御
直
可
被
成
候
、
証
文
認
方
＝
―
付
、
御
案
文
二
粗
違
之
儀
茂
御
座
候
〈

4

、
何
時
―
―
而
も
書
改
相
渡
可
申
候
、
当
分
引
移
方

、
、
、
、
、
、
、

時
分
悪
敷
御
座
候
―
―
付
、
当
極
月
脇
方
泣
罷
移
無
相
違
相
渡
可
申
候
間
、
其
内
被
召
置
可
被
下
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、
以
上
、
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（
前
述
の
事
情
か
ら
名
目
上
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
、

さ
ら
に
文
化
七
年
（
嘉
納
次
十
四
オ
）
午
七
月
廿
二
日
に
は
現
屋
敷
主

（
寅
四
月
朔
日
隈
元
元
好
よ
り
上
野
長
兵
衛
宛
証
文
―
―
通
略
す
）

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

右
屋
敷
井
余
地
高
二
男
嘉
納
次
分
地
用
之
考
候
間
、
致
家
部
立
迫
之
間
、

直
方
之
願
書
差
出
候
、

十
二
月
十
日
に
は
地
頭
所
よ
り
郷
士
年
寄

第
三
十
巻
第
五
・
六
合
併
号

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

上
野
長
兵
衛
方
に
名
前
相
頼
、

此
節
高
屋
敷
皮
方
に
相
直
置
度

段
、
オ
三
月
廿
八
日
上
野
喜
助
井
嫡
子
喜
左
衛
門
方
に
相
談
致
候
処
、
請
合
有
之
、
左
之
通
之
証
文
宛
書
に
て
、

寅
四
月
二
日
高
井
屋
敷

す
な
わ
ち
、
伊
東
家
よ
り
隈
元
家
へ
居
屋
敷
井
余
地
高
を
質
物
と
し
て
貸
付
を
し
て
い
た
が
、
隈
元
家
か
ら
の
願
に
よ
り
さ
ら
に
増
銀
を
渡

し
て
合
計
八
拾
貫
文
で
居
屋
敷
・
余
地
高
を
買
取
り
、
次
男
嘉
納
次
が
「
家
部
立
」
（
分
家
）
す
る
ま
で
は
上
野
長
兵
衛
の
名
義
に
し
た
の

で
あ
っ
た
。
や
が
て
同
年
十
月
に
は
元
好
は
他
所
に
移
り
伊
束
家
が
屋
敷
を
受
取
っ
た
（
も
っ
と
も
此
の
後
、
誰
が
居
住
し
た
か
不
明
。
恐
ら
く
上

野
家
か
？
）
。

そ
の
後
文
化
五
年
(
-
八
0
八
、
嘉
納
次
十
ニ
オ
）
辰
五
月
九
日
に
は
「
別
立
成
」
の
願
を
地
頭
所
に
出
し
た
。
＇
『
吾
家
孤
立
し
て
別
―
―
庶
家

（
マ
マ
）

無
之
故
、
家
門
之
繁
昌
、
先
祖
位
孝
行
之
為
、
他
家
之
養
子
に
遣
事
を
不
致
、
自
幼
少
之
時
分
か
、
別
家
之
考
を
以
、
十
二
歳
之
時
別
立
之

m
 

願
申
出
候
』
と
云
わ
れ
て
い
る
。
か
く
て
同
年
六
月
七
日
に
別
立
成
御
免
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
形
式
的
に
は
所
謂
「
無
屋
敷
」
の
郷
士

（
名
義
上
の
）
上
野
喜
助
よ
り
嘉
納
次
宛
に

同
八
月
嘉
納
次
よ
り
屋
敷
直
兒
許
の
願
を
出
し
御
免
に
な
っ

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

屋
敷
永
代
売
渡
の
証
文
あ
り

8
 

た
。
所
謂
「
一
ケ
所
」
の
郷
士
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

2
 

同
年
七
月
廿
二
日
に
は
高
持
成
の
願
を
な
し
、
十
一
月
十
日
高
奉
行
所
よ
り
御
免
に
な
り
、

へ
、
さ
ら
に
郷
士
年
寄
よ
り
父
の
嘉
太
郎
に
そ
の
旨
通
達
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
文
化
九
年
（
嘉
納
次
十
六
オ
）
に
は
高
山
郷
士
両
人
が
無
調

法
の
た
め
御
取
揚
に
な
っ
た
高
を
嘉
納
次
の
名
義
で
入
札
し
て
申
請
け
た
。

す
な
わ
ち
新
留
村
木
佐
貫
門
（
高
弐
拾
弐
右
六
斗
）
と
波
見
村
西

一
九
六

巨 11)
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第
三
十
巻
．
第
五
・
六
合
併
号

一
九
七

佳
納
次
が
前
述
の
隈
元
屋
敷
へ
別
立
し
た
の
は
天
保
六
年
(
-
八
三
五
）
で
、

別
家
候
』
と
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
佳
納
次
は

ttt九
歳
で
あ
っ
た
。
し
か
も
『
自
先
年
所
口
事
方
相
勤
居
』

屋
舎
人
日
帳
に
よ
る
と
文
政
九
年
(
-
八
二
六
・
佳
納
次
舟
歳
）
よ
り
口
事
方
と
し
て
屡
々
そ
の
名
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
天
保

六
年
十
二
月
ま
で
な
お
本
家
の
内
に
起
居
し
て
い
た
も
の
か
、
否
か
。
婚
姻
は
い
つ
で
あ
っ
た
か
1

こ
れ
ら
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
が
、

史
料
の
上
で
も
聞
取
の
上
で
も
何
の
手
懸
り
を
も
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
も
し
こ
の
時
ま
で
本
家
に
お
い
て
生
活
し
て
い
た
な
ら
ば
、
文

化
七
年
以
来
隈
元
屋
敷
は
い
か
に
管
理
さ
れ
、
誰
が
居
住
し
て
い
た
か
疑
問
は
残
る
の
で
あ
る
。

（
系
譜
見
合
）
と
あ
り
、
守

（
隈
元
）

「
系
譜
見
合
」
に
は
『
天
保
六
年
未
十
二
月
右
之
屋
敷
に
致

之
薗
門
（
高
弐
拾
弐
石
）
で
、
翌
年
四
月
に
は
高
代
銀
を
上
納
し
、
名
寄
帳
も
改
め
ら
れ
た
が
、
西
之
薗
門
の
方
は
頼
に
よ
っ
て
安
庭
休
次
郎

こ
津
曲
周
左
衛
門
へ
「
高
直
」
さ
れ
、
木
佐
貫
門
弐
拾
弐
石
六
斗
の
う
ち
拾
五
石
は
「
嘉
納
次
分
地
用
」
に
定
め
、
残
七
石
六
斗
は
兄
の
嘉

平
太
に
付
し
た
。
後
年
に
本
家
（
嘉
平
太
）
の
た
め
に
門
付
高
を
買
入
れ
た
時
は
木
佐
貫
門
は
一
円
嘉
納
次
に
渡
す
筈
に
な
っ
て
い
た
。
と

も
か
く
、
こ
こ
に
至
っ
て
分
家
に
分
与
す
べ
き
家
産
の
基
礎l

と
く
に
屋
敷
と
土
地
—
ー
ー
が
準
備
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し

あ

け

う

し

ろ

だ

そ
の
後
、
文
化
十
二
年
（
嘉
納
次
十
九
オ
）
に
は
家
村
利
兵
衛
に
仕
明

(11
開
発
）
さ
せ
た
後
田
村
中
牧
の
永
作
地
畠
弐
反
五
畦
程
を
仕
明

賃
を
支
払
っ
て
伊
東
家
の
も
の
と
し
た
。
そ
れ
は
「
嘉
納
次
方
曳
」
を
以
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
後
掲
「
遺
言
書
」
に
見
る
よ
う
に
此
の
土

地
は
嘉
納
次
に
分
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
す
で
に
此
の
時
に
本
家
の
中
で
「
嘉
納
次
方
曳
」
が
別
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
翌
十
三
年
に
は
中
村
四
郎
兵
衛
よ
り
借
銀
返
弁
な
き
た
め
、
質
物
の
高
六
斗
壱
舛
五
合
余
を
取
入
れ
た
。
こ
の

後
文
政
年
間
お
よ
び
天
保
初
年
に
つ
い
て
は
記
録
を
欠
く
が
、
天
保
五
年
（
嘉
納
次
三
十
八
オ
）
二
月
に
は
前
田
村
戸
守
の
永
作
地
を
矢
神
勇

右
衛
門
へ
附
属
せ
し
め
、
そ
の
返
地
と
し
て
西
古
川
の
永
作
地
（
山
畑
二
筆
、
壱
反
三
畦
拾
歩
）
を
附
属
せ
し
め
た
の
で
あ
っ
た
（
此
の
間
、
嘉

之
字
遠
慮
の
た
め
、
文
政
二
年
十
二
月
佳
納
次
と
改
め
た
。
父
嘉
太
郎
も
佳
太
郎
と
改
む
。
以
下
之
に
従
う
）
。
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に
渡
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

石
六
斗
が
本
家
へ
戻
さ
れ
た
と
見
る
べ
含
で
あ
ろ
う
。

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第
三
十
巻

天
保
七
年
正
月
に
は
地
頭
横
目
を
仰
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
役
職
を
受
け
た
こ
と
と
そ
の
前
年
十
二
月
隈
元
屋
敷
に
別
家
し
た
こ
と
は
密

接
な
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
早
く
よ
り
別
立
成
の
免
許
を
受
け
、
屋
敷
を
持
ち
、
高
を
持
ち
な
が
ら
、
し
か
も
な
お
本
家
内
に
生
活
し

所
謂
「
別
立
成
祝
」
を
な
し
社
会
的
に
も
伊
東
家
の
分
家
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
分
家
創
出
の
時
期
は
も
っ
と
早
い
時
期
に
遡
ら
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
天
保
六
年
末
か
ら
同
七
年
に

か
け
て
の
時
期
は
家
産
の
点
で
も
、
役
職
の
点
で
も
、
特
に
分
家
確
立
の
時
期
と
し
て
伊
東
家
で
は
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
天
保

七
年
四
月
・
五
月
に
は
伊
東
佳
納
次
よ
り
高
拾
二
石
一
斗
を
阿
久
根
•
吉
川
・
児
玉
・
伊
東
慶
蔵(
1
1本
家
）
の
四
家
へ
「
永
代
相
渡
」
し
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
証
文
面
で
は
借
銀
返
済
不
能
の
た
め
質
物
の
高
を
渡
し
た
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
形
式
的
文
言
で
、
む
し

ろ
此
の
時
点
で
分
家
に
分
与
す
べ
き
家
産
を
最
終
的
に
確
定
し
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
（
そ
れ
は
同
時
に
本
家
の
家
産
の
確
定
で
も
あ
っ
た
筈
で
あ

る
）
。
右
の
四
家
の
う
ち
前
三
者
は
云
う
に
足
ら
ぬ
微
小
な
高
で
、
重
要
な
の
は
本
家
へ
渡
し
た
拾
石
六
斗
余
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
前
掲

木
佐
貫
門
の
七
石
六
斗
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
此
の
七
石
六
斗
は
一
応
本
家
（
嘉
平
太
）
に
付
し
、
後

年
木
佐
貫
門
一
円
を
分
家
に
渡
す
筈
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
此
の
時
ま
で
に
既
に
分
家
に
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
本
家
の
都
合
に
よ
り
再
び
七

次
の
叔
父
）

こ
の
ほ
か
一
石
一
斗
余
は
内
之
浦
治
兵
衛
（
伊
東
家
よ
り
出
て
内
之
浦
家
を
嗣
ぐ
、
佳
納

一
応
本
家
へ
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
土
地
の
代
り
と
し
て
で
あ
ろ

う
本
家
の
抱
地
高
を
分
家
へ
翌
八
年
に
直
す
筈
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
商
直
に
関
す
る
藩
の
規
制
上
一
挙
に
こ
の
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
ら
し
い
が
、
大
体
此
の
時
点
に
お
い
て
最
終
的
に
分
家
の
家
産
が
確
定
さ
れ
た
と
見
る
べ
含
で
あ
ろ
う
。

て
い
た
と
し
て
も
（
佳
納
次
個
人
の
事
情
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
）
、

第
五
・
六
合
併
号

し
た
が
っ
て
本
年
十
二
月
に
は

（
恐
ら
く
来
年
に
は
公
式
に
高
直
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
）
太
．
佐
貫
門
を
は
じ
め
、
浮
免
．
抱
地
・
永
作
等
十
七
筆
が
分
地
さ
れ
、
そ
の
旨
を
録
す

と
同
時
に
多
く
の
教
訓
を
付
し
た
文
書
が
親
の
佳
太
郎
よ
り
佳
納
次
へ
渡
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
八
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

a5) U4) 

与

系
譜
見
合
。

「

証

文

写

中

衆

第
五

．．
 
六
合
併
号

註
山
伊
東
家
系
譜
見
合
（
伊
東
家
文
書
、
以
下
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
伊
東
家
文
書
で
あ
る
）
。
中
世
末
・
近
世
初
頭
、
島
津
氏
の
強
力
な
領

主
権
力
の
下
に
、
西
目
よ
り
東
目
へ
、
東
目
よ
り
西
目
へ
の
「
所
移
し
」
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

②
寛
永
十
年
癸
酉
高
山
衆
中
帳
写
（
明
治
三
年
写
）
（
二
階
堂
進
家
文
書
）
。

③
寛
氷
十
七
年
高
山
衆
中
軍
役
帳
写
（
明
治
三
十
二
年
写
）
（
同
右
）
。
②
③
と
も
明
治
年
代
の
写
本
で
あ
る
が
、
内
容
の
信
頼
度
は
高
い
。

④
以
下
特
に
示
さ
な
い
限
り
、
す
べ
て
系
譜
見
合
に
す
る
。

固

⑥

寛

永

十

年

癸

酉

高

山

衆

中

帳

写

．

m
宝
暦
十
三
年
未
八
月
か
申
七
月
迄
、
高
山
衆
中
小
普
請
銀
不
相
掛
人
数
帳
（
六
ケ
所
日
高
家
文
書
）
。

⑧
明
和
八
年
卯
八
月
高
山
衆
中
高
極
帳
（
守
屋
雄
次
郎
家
文
書
）
。

⑨
寛
政
八
年
酉
二
月
改
、
高
屋
敷
其
外
地
方
出
入
書
付
留
（
伊
東
家
文
書
、
以
下
「
書
付
留
」
と
略
示
す
る
）
に
詳
し
い
。

皿
文
化
二
年
八
月
、
高
山
郷
士
高
究
帳
（
守
屋
雄
次
郎
家
文
書
）
。

皿
書
付
留
。

⑫
「
弓
十
月
元
好
事
、
別
方
に
移
、
屋
し
き
被
明
渡
候
二
付
、
屋
し
き
請
取
方
二

t
大
田
彦
治
差
越
候
、
市
来
平
右
衛
門
・
社
家
之
勘
十
・
隈
元

（
マ
マ
）

新
八
立
会
坑
相
請
取
候
、
可
十
月
二
日
」
（
書
付
留
）
。

⑬

『

口

上

覚

右
者
私
二
男
二
而
代
A

士
筋
目
之
儀
御
座
侯
間
、
別
立
所
衆
井
之
御
奉
公
為
相
勤
申
度
奉
存
、
此
節
別
立
成
之
願
申
上
侯
間
、
奉
願
侯
通
御

免
許
被
仰
付
被
下
候
様
、
各
次
書
頼
侯
、
以
上

辰

五

月

九

日

高
山
郷
士
嘉
太
郎
二
男

第
三
十
巻

一
九
九

高

山

郷

士

伊

東

嘉

太

郎

（
系
譜
見
合
）
」
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高

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

右
嘉
太
郎
二
男
二
而
侯
処
、
此
節
別
立
之
願
、

可
被
申
渡
旨
、
御
差
図
二
而
候
、
以
上
、

文
化
五
辰六

月
七
日

屋
敷
主
高
山
郷
士

上

野

証

拠

人

右

同

宮

田

第
三
十
巻

十

助
喜

助

用

苺

i

久

保
伊

東

嘉

納

次

法
様
之
書
物
を
以
申
出
趣
、
御
地
頭
被
聞
召
達
、
願
之
通
被
成
御
免
侯
条
、

山郷
士
年
寄
衆
中

『
書
付
留
」
に
も
ほ
ゞ
同
文
の
写
あ
り
。

⑯
註
⑱
参
照
。
原
口
虎
雄
、
薩
藩
郷
士
生
活
の
経
済
的
基
礎
（
宮
本
又
次
編
、
九
州
経
済
史
研
究
所
収
）
ニ
―

1

1

一頁。

間

『

証

文

中
屋
敷
叶
こ
瓢
八
畦
拾
弐
歩
大
豆
壱
表
弐
舛
八
合
隈
元
市
郎
右
衛
門

中
屋
敷
五
畦
大
豆
弐
斗
弐
升
五
合

柴

竹

五

束

、
、
、
、
、
、

右
者
上
野
喜
助
居
屋
敷
二
而
居
住
仕
侯
得
共
、
逼
迫
者
二
而
右
屋
敷
に
罷
居
候
而
も
渡
世
難
成
二
付
、

現
銀
相
請
取
申
候
条
、
被
成
御
披
露
、
御
方
屋
敷
二
可
被
召
置
候
‘
為
後
日
如
是
御
座
候
、
以
上
、

文

化

七

年

『

午
七
月
廿
二
日

右
屋
敷
壱
ケ
所
御
方
に
永
代
売
渡
、

第
五
•
六
合
併
号

（
系
譜
見
合
）
』

嘉

右

衛

門

二
0
0

諸
帳
面
＊
如
例
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(18) 

差

中

屋

敷

虹

□八
畦
拾
弐
歩

中
屋
敷
五
畦
大
豆
弐
斗
弐
升
五
合

柴

竹

五

束

、
、
、

右
者
所
郷
士
上
野
喜
助
居
屋
敷
二
而
御
座
候
処
、
私
事
無
屋
敷
二
而
、
此
節
右
屋
敷
永
代
買
取
申
侯
間
、
私
屋
敷
に
被
召
置
被
下
候
様
御
中
上

可
給
、
尤
屋
敷
主
上
野
喜
助
井
私
事
取
込
拝
借
＊
無
御
座
候
、
若
相
違
之
儀
御
座
候
ハ
＼
、
何
様
二
も
可
被
仰
付
候
、
為
其
如
是
御
座
候
、
此

中
之
旨
御
申
上
頼
存
候
、
以
上
、

午

八
五

人

与

中

衆

右
被
申
出
候
通
無
別
条
候
間
、
奉
願
候
通
屋
敷
直
御
免
許
被
仰
付
被
下
候
様
、
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
、

八

朔

日

御

郷

士

年

寄

中

（
朱
筆
）

「
右
屋
敷
直
之
願
申
出
趣
、
御
地
頭
被
聞
召
達
、
願
之
通
被
成
御
免
侯
条
、
此
旨
申
渡
、
帳
面
直
方
之
儀
そ
御
勘
定
所
に
相
付
申
出
、
諸
事
如

例
可
被
致
、
．
首
尾
旨
御
差
図
二
而
候
、
以
上

幕
末
期
菅
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

ー
月

月

伊

東

出 嘉

留

大
豆
壱
表
弐
舛
八
合

納

次

殿

隈
元
市
郎
右
衛
門

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

与

中
日

高

高

山

郷

士

伊

東

二
0
-

六

左

衛

門

（
他
三
名
略
）

嘉

納

次

（
書
付
習
）
』
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(21) (20） （19) 

=＝il 

五

人

与

中

衆

（
次
書
略
ス
）

証

文

文
化
七
年
午
八
月
十
五
日

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

高
高

山

郷

士

伊

東

用

達
川

上

良

八

第
三
十
巻

山

郷

士

伊

東

嘉

納

次

右
者
初
而
高
持
成
之
願
申
出
候
二
付
、
御
格
式
を
以
相
し
ら
べ
申
侯
処
、
支
無
御
座
候
間
、
願
之
通
初
而
高
持
成
可
被
成
御
免
候
、
以
上
、

文

化

七

年

午

十

一

月

十

日

高

奉

行

印

高

山

地

頭

所

右
之
通
高
奉
行
所
任
証
文
、
初
而
高
持
成
被
成
御
免
候
条
、
諸
帳
面
等
如
例
可
被
申
渡
旨
御
差
図
二
而
候
、
以
上
、

午

十

一

月

十

一

日

用

達

嘉

高

山郷

士

年

寄

中

」

原
口
、
前
掲
稿
参
照
。

『

口

上

覚

私
事
代
こ
士
筋
目
二
而
衆
井
之
御
奉
公
相
勤
申
侯
、
高
相
求
次
第
、
高
直
之
願
申
上
度
奉
存
候
闇
、

候
、
尤
取
込
拝
借
無
御
座
候
、
此
＊
之
段
各
次
書
願
存
候
、
以
上

午

七

月

廿

二

日

（
書
付
留
）
』

納

次 （
書
付
留
）
』

初
高
持
成
御
免
許
被
仰
付
被
下
度
奉
存

第
五
・
六
合
併
号

二
0
ニ
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(23) (22) 

-＝il 

（
系
譜
見
合
）
』

（

元

）

（

元

）

『
高
山
郷
士
、
本
市
来
名
字
之
十
郎
兵
衛
、
本
黒
木
名
字
之
四
郎
右
衛
門
無
調
法
二
付
、
御
取
揚
高
二
相
成
侯
、
高
入
札
申
請
被
仰
渡
、
嘉
納

御
龍
方

次
名
前
を
以
入
札
致
置
候
処
、
右
之
通
被
仰
渡
候
、
左
二
申
出
候
、
文
化
九
年
申
年
高
奉
行
御
龍
、

、A
t

A

A

覚

留

私
事
取
込
拝
借
亦
こ
何
そ
二
付
、
上
納
方
有
無
之
訳
可
申
出
段
、
御
礼
方
被
仰
渡
趣
承
知
仕
侯
、
取
込
拝
借
上
納
＊
之
儀
無
御
座
侯
間
、
此
段

申
上
候
、
以
上
、

申

九

月

十

五

日

御

郷

士

年

寄

衆

中

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

伊

東

午 高

写

請
取 嘉

太

郎

殿

山
郷

士

年

寄

中

右
之
通
被
仰
渡
候
付
、
差
遣
候
、
以
上
、

十
二
月
十
日

第
三
十
巻

御

物

方

見
分

江
ヽ

第
五
・
六
合
併
号

二
0
三

中

幸

右

衛

門

（
書
付
留
）
』

伊

東

嘉

納

次

（

真

光

）

宇

都

宮

―

―

院

郷

士

年

寄

川

上

良

八

印

印
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（元）

右
そ
高
山
郷
士
本
市
来
名
字
之
十
郎
兵
衛
、
黒
木
名
字
之
四
郎
右
衛
門
御
取
揚
高
入
札
申
請
被
仰
付
、
高
代
銀
上
納
之
旨
、
御
勘
定
所
小
頭
衆

酉
四
月
十
七
日
任
引
付
上
納
也

酉

四

月

廿

九

日

，

写

請

取

分
壱
貫
拾
弐
文
＇
，
＇

銀
―
フ
y
拾
匁
壱
分
弐
リ
五
毛

内

（

中

略

）

但
壱
石
二
付
弐
拾
六
貫
弐
拾
六
文
ツ
A

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

（紛）分
千
弐
百
七
拾
―
―
一
貫
百
九
拾
弐
文

銀
ー
ジ
拾
弐
貫
七
百
三
拾
壱
匁
九
分
五
リ
八
毛

内
分
七
百
貫
六
百
文

高
弐
拾
弐
石
六
斗

但
壱
石
二
付
四
拾
壱
貰
文
ツ
A

分
五
百
七
拾
弐
貫
五
百
九
拾
弐
文

高
弐
拾
弐
石

見

分

平

大

＾ 山
田他

貞

助
二
名
略
）

喜
三
左
衛
門

高

山

郷

士伊

東

嘉

印

納

次

同
所
波
見
村
之
内

西

之

薗

門

高
山
新
留
村
之
内

木

佐

貫

門

第
三
十
巻
第
五
・
六
合
併
号

二
0
四
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

(24) 

内

高

拾

五

石
、
、
、
、
、
、

右
壱
行
嘉
納
次
分
地
用
二
相
究
候

六
斗

高
七
石
五
斗

>
A
>
A
 

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

二
0
五

、
、
、
、
、
、

右
壱
行
嘉
平
太
方
加
召
置
筈
侯
、
後
年
門
付
高
相
求
候
上
こ
右
之
木
佐
貫
門
言
日
嘉
納
次
に
相
渡
筈
二
嘉
平
太
に
申
談
置
候
、

祐
伴
記
之
、

ギ

品‘

平ヽ

太ヽ

方ヽ

新

嘉ヽ木留

村
納ヽ 佐

次ヽ貫

方ヽ 門

、
、
、
、
、

右
壱
行
安
庭
休
次
郎
其
外
頼
二
付
入
札
致
置
候
二
付
、
代
艮
労
此
方
か
不
差
構
候

（銀）

高
弐
拾
弐
石
六
斗

波

見

村
西

之

薗

門

『
右
高
（
両
門
高
を
さ
す
）
文
化
十
年
癸
酉
五
月
御
目
録
被
仰
付
、
当
秋
か
取
納
致
筈
候
、

右

之

内

高
弐
拾
弐
石

大貴

嶋

彦

左

衛

門

印

山

貞

助

印

（
書
付
留
）
』

山

郷

士

伊

東

嘉

納

次

、
、
、
、
、
、
、

右
そ
高
山
郷
士
御
取
揚
高
入
札
申
請
被
仰
付
、
名
寄
帳
相
改
候
、
筆
紙
墨
代
／
御
勘
定
方
小
頭
衆
酉
五
月
六
日
任
引
付
上
納
也

，

酉

五

月

六

日

高
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(26) (25) 

伊

東

嘉

太

郎

様

、
、
、
、
、
、
、
、

右
嘉
納
次
方
銭
を
以
取
入
置
侯
二
付
、
右
之
書
物
嘉
納
次
方
袋
二
入
置
候

『

書

銭
拾
五
貫
文

但
後
田
村
之
内
中
牧
永
作
地
畠
弐
反
五
畦
程
仕
明
賃

右
者
私
永
作
地
仕
明
賃
と
し
て
、
右
員
数
銭
相
請
取
、
御
方
に
畠
永
代
相
渡
申
候
間
、
来
子
年
か
御
作
職
可
被
成
候
、
尤
役
所
永
作
帳
御
方
名

前
二
可
被
召
直
候
、
為
後
日
如
斯
御
座
候
、

文
化
十
二
年
亥
十
二
月
晦
日

『

証

文

高
六
斗
壱
升
五
合
六
勺
一
ニ
オ

右
こ
御
方
、
四
借
銀
有
之
、
為
質
物
相
渡
置
申
候
処
、
現
銀
二
而
返
弁
疑
成
候
二
付
、
此
節
右
高
永
代
相
渡
甲
候
間
、
被
成
御
披
露
、
御
方

高
二
可
被
召
直
候
、
的
而
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

子

五

月

十

七

日

物

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

高

山

郷

士

（
書
付
留
）
』

家

村

利

兵

衛

印

証
拠
人
（
二
名
略
）

第
三
十
巻

高

拾

弐

石

安

庭

休

次

郎

に

直

ル

高

拾

石

津

曲

周

左

衛

門

に

虹

ル

右
西
之
薗
門
右
両
人
に
高
直
証
文
差
出
候
、
証
拠
人
宇
都
宮
東
学
院
に
て
候
、
文
化
十
一
年
戌
四
月
十
三
日

（
書
付
留
）
』

第
五
・
六
合
併
号

二
0
六
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幕
末
期
藉
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

罰

、
、
、
、
、
、
、

大

ツ

壱

斗

弐

升

八

合

佳

納

次

方

二

而

候

右
者
新
留
村
之
内
私
格
護
永
作
地
二
而
御
座
候
処
二
、
御
方
前
田
村
之
内
戸
守
永
作
地
此
節
永
代
私
方
に
御
附
属
被
成
下
、
返
地
と
し
て
右
永

作
地
御
方
に
永
代
相
渡
申
候
儀
、
別
条
無
御
座
候
間
、
右
地
面
御
勝
手
次
第
御
取
斗
可
被
成
候
、
尤
新
留
村
役
所
諸
帳
面
＊
之
儀
も
御
方
名
面

二
相
直
シ
取
口
候
間
、
後
年
難
渋
申
上
間
敷
、
其
証
文
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

天
保
五
年
午
二
月
廿
四
日

所

山
昇
五
疇
壱
反
壱
畦
廿
歩

同

大
ツ
壱
舛
七
合

西
古
川

山
畑
戸
六
疇
壱
畦
廿
歩

（
書
付
留
）
』

、
、
、

も
っ
と
も
「
永
代
相
渡
」
の
証
文
は
他
に
も
同
様
の
証
文
あ
り
、
形
式
的
文
言
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
書
か
れ
た
理
由
を
そ
の
ま
ま
に
信
じ
る
こ

と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

『

証

文

伊

東

嘉

納

次

殿

第
二
十
巻

同

第
五
・
六
合
併
号

矢

神

勇

右

衛

門

印

証

拠

人
t
 

八

良

（
本
家
）

、
、
、
、
、
、

慶
蔵
方
二
而
候

中

村

証

拠

人
守

屋

弾

正
二
0
七

四
郎
兵
衛
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(29) (28) 

同

処
十

間

山

畑

壱

反

壱

畦

廿

歩

州
五
間

大
ツ
壱
斗
弐
升
八
合

右
者
矢
神
勇
右
衛
門
之
永
作
地
二
而
候
処
二
、

候
、
以
上

天
保
五
年
午
二
月
廿
四
日

（
書
付
留
）
』

も
っ
と
も
此
の
土
地
は
後
掲
遺
言
書
の
中
に
は
見
え
な
い
。
天
保
七
年
佳
納
次
よ
り
本
家
へ
「
永
代
相
渡
」
さ
れ
た
土
地
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

系
譜
見
合
、
守
屋
舎
人
日
帳
、
天
保
七
年
正
月
廿
九
日
に
は
「
…
地
頭
横
目
宮
田
彦
六
、
伊
東
佳
納
次
出
勤

．．． 
」
と
見
ゆ
。

『

証

文

（

＊

「

古

川

山
畑
亡
贔
壱
畦
廿
歩

大
ツ
壱
舛
七
合

酉

伊

東

佳

納

次

殿

伊

東

佳

納

次

殿

覚

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

」
は
朱
書
）

新

習

村庄

屋

児
玉
直
十
郎
殿
二
而
候

同

人

八

郎
矢

神

第
三
十
巻

、
、
、
、
、
、
、

此
節
相
対
永
代
名
面
替
之
願
被
申
出
候
二
付
、

印

後
年
此
方
役
所
泣
取
納
可
被
致
、

善
左
衛
門
印

第
五
・
六
合
併
号

二
0
八

此
段
申
進
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(30) 

高
七
石
六
斗

外

拾

五

石
。
八
斗
三
升
八
合
五
勺
四
才

高
壱
石
九
斗
一
二
舛
弐
合
弐
勺
九
才

A
A
>
A
A
A
A
>
A
>
A
A
A
>
>

＞
A
A
A
 

（
書
付
習
）
』

普
通
「
高
直
の
差
出
に
は
『
一
、
私
持
高
之
内
、
当
年
中
何
方
に
も
高
相
払
、
高
直
之
願
申
出
筈
二
而
無
御
座
候
』
の
一
条
が
入
っ
て
お
り
、

『
右
者
高
直
之
儀
二
付
段
こ
御
格
式
被
相
定
、
被
仰
渡
趣
奉
承
知
候
…
』
と
あ
る
。
も
っ
と
も
右
の
根
拠
に
な
っ
た
法
令
を
見
出
し
得
な
い
で

い
る
の
で
御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。
こ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
は
列
朝
制
度
巻
之
四
十
四
お
よ
び
薩
藩
政
要
録
（
鹿
児
島
県
史
料
集

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

天
保
七
年
五
月
十
五
日

A
 

四
（
 

＊
「
内

伊

東

慶

蔵

殿

六
斗
壱
舛
五
合
六
勺
弐
才

高
拾
石
こ
七
斗
九
合
三
勺
七
才

>

A

A

>

＞
A
A
A
>
>
A
>
A
 

第
三
十
巻

証

内
之
浦

第
五
・
，
六
合
併
号
二

0
九

拠

人ヽーヽ

野

治
兵
衛

原

謙

蔵

右

同

来
年
迄
も
治
兵
衛
方
に
直
シ
方
不
相
調
候
二
付
、

後
田
村
古
荒
代
銀
上
納
申
請
抱
地

高
壱
石
壱
斗
七
舛
七
合
八
才

右

同

0
器
年
冶
兵
衛
持
高
之
内
脇
方
江
相
払
侯
一
一
付
、
冶
兵
衛
方
江
直
シ
方
不
相
調
尤

ヽ

但
。
此
方
名
面
之
砲
地
高
佳
納
次
方
に
来
年
相
直
ス
筈
候
二
付
、

候
、
来
年
此
方
か
治
兵
衛
方
に
相
直
ス
筈
御
座
侯
、
」

右
書
同
断

(11右
t
御
方
に
借
銀
有
之
、
為
質
物
相
渡
置
侯
処
、
現
銀
二
而
返
済
難
成
二
付
、
此
節
右
高
御
方
に
永
代
相
渡
可
申
候
：

．．．． 
）
 

高

主

高

山

郷

士

伊

東

佳 方

右

同

人

方

菩
貫
~
木
佐
貫
門

伊

東

佳

納

次

納

次

此
方
に
空
尚
相
直
シ
置

伊

東

慶

蔵

方
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迎l

高

拾

五

石

固

二
男
家
‘
は
配
分

差

引
七
石
六
斗

『
頭
高
弐
拾
弐
石
六
斗

右

之

内

（
表
紙
） 幕

末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

1
、
九
九
頁
）
に
、
七
月
1
十
二
月
の
高
直
請
付
禁
止
が
見
え
る
。

と
左
の
通
り
で
あ
る
。

「
遺
言
書
」

な
き
た
め
本
家
（
オ
蔵
）
の
五
男
柳
悦
が
分
家
を
嗣
い
だ
が
、

遣
百
害
と
家
産
の
分
与

本

家

に

残

し

置

新
留
村

伊
東
家
に
お
い
て
は
元
来
佳
太
郎
（
嘉
太
郎
）

た
ら
し
い
が
、
雨
水
に
か
か
っ
て
消
散
し
た
た
め
オ
蔵
（
嘉
平
太
・
敬
蕨
）

よ
り
佳
納
次
（
嘉
納
次
）

父
の
直
筆
を
写
し
た
も
の
が
現
在
残
っ
て
い
る
「
遺
言
書
」
で
あ
る
。

父
の
佳
太
郎
は
弘
化
二
年
(
-
八
四
五
）
三
月
に
死
亡
、

木

佐

貫

門

が
父
の
遺
言
の
趣
、
分
地
の
儀
を
書
き
記
し
、

ま
た
分
家
の
当
主
佳
納
次
も
嘉
永
六
年
(
-
八
五
三
）

万
延
二
年
(
-
八
六
一
）
二
月
才
蔵
よ
り
柳
悦
に
渡
し
た
も
の
が
右
の
遺
言
書

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
分
家
創
出
当
時
に
佳
太
郎
よ
り
佳
納
次
に
渡
し
た
原
文
に
オ
蔵
の
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
拾
七
筆
の
土

地
配
分
に
つ
い
て
オ
蔵
が
註
や
但
書
を
入
れ
て
い
る
以
外
は
、
大
体
原
型
を
留
め
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
以
下
、
全
文
を
引
用
す
る

へ
持
高
の

「
配
分
之
次
第
」
が
詳
し
く
記
さ
れ
た
文
書
が
あ
っ

第
一
―
-
＋
巻

第
五
・
六
合
併
号

ーヽ2
 

八
月
晦
日
に
死
亡
し
、

二―

0

ま
た
消
散
残
り
の子
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畠
壱
畦
半
余

田
地
弐
反
五
畦

同 右
者
親
嘉
太
郎
様
ふ
二
男
家
別
立
成
之
趣
ヲ
以
、
彼
高
被
申
受
置
、
御
方
養
父
‘
1
2
被
仰
付
候
得
共
、
外
ー
一
門
地
葉
高
二
而
も
有
之
候
〈

ミ
右
高
本
家
に
被
円
置
、
葉
高
門
地
御
配
分
之
筈
候
処
二
、
外
門
地
そ
先
祖
代
か
持
伝
之
高
故
、
以
後
返
高
相
立
迫
之
間
被
仰
付

置
、
右
印
数
之
通
、
門
地
致
求
方
、
替
下
高
二
男
家
‘
匹
差
遣
候
節
そ
、
葉
高
―
―
而
も
子
孫
二
至
リ
無
難
渋
相
請
為
相
返
候
様
、
御
遺
言

0
両
家
江

被
申
伝
置
候
段
こ
、
御
方
＝
ー
も
能
ク
案
内
之
事
候
得
共
、
拙
者
よ
り
も
尚
又
0

書
印
相
渡
置
事
固

伊

五
斗
弐
舛
八
合
壱
勺
三
才

同
但

合
高
拾
九
石
六
斗
七
舛
六
合
七
勺
三
才

外
―
―
永
作
浮
免
左
之
通

第
五
・
六
合
併
号

田
地
三
畦
余

三
畦
余

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

七
斗
九
舛
壱
合
六
勺
七
才

（
空
白
）

右
同
処
永
作

右
同
村
笹
ケ
原
永
作

第
三
十
巻

前
田
村
赤
池
渡
口

右
同
村
平
田
永
作

但

右
同
村
西
荒
内
・
田
淵
両
坪

（
空
白
）

同 同

弐
石
八
斗
壱
舛
壱
勺
四
才

三
斗
八
舛
五
合
四
勺
弐
才

右
同
村
自
作
大
浮
免

後
田
村
小
牧
両
坪
抱
地
畠

高

新
留
村
之
内
馬
場
ケ
迫
抱
地
畠

東

才

蔵

固
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` ~^• - -— て＝ アえ

畠
（
空
白
）

右
拾
七
行
養
父
詞
譴
霞
斗
成
之
節
、
被
相
渡
者
也
、

但
親
嘉
太
郎
様
ふ
御
配
分
之
次
第
、
御
老
筆
ヲ
以
右
条
こ
委
敷
書
記
被
御
渡
置
候
処
二
彼
壱
冊
如
何
様
不
仕
抹
本
敷
、
雨
掛
二
而
致
消

散
、
自
分
二
も
気
毒
二
相
考
候
得
共
、
無
為
方
、
御
遺
言
之
趣
井
分
地
＊
之
儀

t
書
印
置
候
、
且
左
之
通
リ
右
書
之
所

t
消
散
残
り

御
直
筆
幸
ひ
有
之
、
能
相
知
れ
候
―
―
付
、
後
年
疑
敷
節

t
本
家
に
致
格
護
置
候
二
付
、
引
合
可
有
之
、
此
旨
同
案
写
ヲ
以
御
方
‘
匹
相

合 合
高
拾
九
石
六
斗
七
舛
五
合
七
勺
三
才

合
田
地
（
空
白
）
．

同
九
畦

右
同
村
万
ケ
塚
右
同

新
留
村
大
戸
永
作

同
四
畦

右
同
村
窪
堀
右
同

（
元
家
打
利
兵
衛
）

前
田
村
中
牧
、
本
家
村
右
同

畠
壱
反
弐
畦
程

同
弐
反
五
畦

畠
九
畦
．
‘
． 之

筈

侯

国

壱
反
弐
畦

畠
三
畦
余

犀
E

マ）畦．

同

第
三
十
巻

右
同
村
片
平

右
同
所

右
同
村
小
山
ケ
鼻
・
大
川
西

但
此
地
面
者
二
男
家
名
面
二
而
そ
有
之
候
得
共
、
嘉
平
太
・
柳
悦
塾
談
之
上
、
大
窪
甚
蔵
下
新
竿
替
二
而
往
と
本
家
よ
り
支
配

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

新
留
村
馬
場
ケ
迫
永
作 第

五
・
六
合
併
号
ニ
―
ニ

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked



右
之
通
致
分
地
候
、
当
家
是
迫
一
家
―
―
而
外
二
庶
流
無
之
候
故
、
先
祖
に
為
孝
行
、
二
男
家
相
建
、
家
門
致
繁
昌
度
、
其
許
幼
少
之
時
分
か

高
屋
敷
其
外
田
畠
之
作
地
相
求
置
候
、
然
処
此
節
慶
蔵
代
申
請
匹
疇

m
m
後
田
村
古
荒
抱
地
之
内
、
西
荒
田
・
田
淵
之
両
坪
、
井
当
家
伝
来

新
留
村
自
作
浮
免
之
内
高
弐
石
八
斗
壱
舛
余
、
祐
積
様
御
開
候
後
田
村
抱
地
之
内
、
西
原
・
小
牧
之
後
両
坪
高
―
―
―
斗
八
舛
五
合
余
、
祐
衷
様

御
開
新
留
村
大
戸
之
畠
永
作
地
相
添
致
分
地
度
段
、
慶
蔵
メ
，
承
り
候
、
纏
迎
も
先
祖
伝
来
之
持
高
＊
ヲ
以
、
二
男
取
建
候
儀

t
拙
者
本
意
―
―

而
無
之
候
得
共
、
拙
者
代
―
―
も
別
―
―
高
弐
拾
石
余
本
家
に
致
附
益
置
候
故
、
先
祖
‘12
之
申
訳
も
有
之
候
、
慶
蔵
友
愛
之
情
も
難
黙
止
候
＝
―

付
、
応
其
意
置
候
、
持
高
之
儀
て
従
君
上
御
恩
賜
之
物
一
ー
而
父
祖
之
勤
労
を
以
少
分
迎
も
其
許
子
孫
代
し
〔
此
所
本
書
不
相
知
候
〕
予
置
候
間
、

忠
孝
第
一
之
志
を
以
、
家
風
致
連
続
御
奉
公
相
勤
、
対
本
家
嫡
庶
之
交
際
百
二
親
実
を
以
致
好
和
疎
意
無
之
様
子
こ
孫
こ
に
可
被
申
伝
候
、

拙
者
に
相
対
し
子
孫
代
こ
之
孝
行
此
事
―
―
候
、
所
帯
取
続
申
候
儀

t
不
依
誰
人
閑
要
之
事
―
―
候
、
不
続
二
有
之
候
得
共
、
御
奉
公

t
勿
論
父

母
之
奉
養
、
子
孫
之
教
育
も
存
分
難
相
調
候
間
、
不
義
之
貨
殖
―
―
心
を
不
留
、
瞬
奢
を
禁
し
倹
素
を
相
守
、
家
業
無
油
断
相
勤
候
儀
第
一
―
―

候
、
士
之
身
分
を
以
田
舎
に
致
住
居
候
得

t‘

恩
賜
之
地
方
を
以
耕
作
致
出
精
候
外
―
―
生
業
無
之
候
、
利
欲
―
―
迷
ひ
士
―
―
不
似
合
交
易
を
致

0
家

し
、
或
御
恩
賜
之
持
高
＊
を
質
物
一
一
粗
立
、
利
徳
之
繰
廻
し
等
を
致
し
候
事

t
、
我
0

先
祖
代
こ
之
大
禁
二
而
、
其
許
能
存
知
之
前
二
候
、

耕
作
之
事
も
脇
方
手
廻
し
宜
き
人
之
作
得
を
見
習
、
格
別
之
出
来
方
を
相
望
候
得

t
、
自
然
と
高
穀
之
上
地
を
致
下
作
候
欺
、
高
価
之
肥
し

を
過
分
二
取
入
候
欺
、
下
人
・
牛
馬
を
相
重
め
多
人
数
之
雇
入
＊
を
致
し
、
纏
―
―
一
両
年
之
間
―
―
利
運
を
相
遂
候
様
―
―
相
考
、
身
分
不
相
応

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

写

萬
廷
二
年
酉
二
月
吉
日

渡

置

事

厘

伊

東

柳

悦

殿

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

伊

東

才

蔵

固

： 
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

（
マ
マ
）

之
致
大
作
為
故
、
致
困
窮
候
人
世
上
二
多
有
之
候
、
是
等
之
事
都
而
商
売
同
前
之
志
に
て
家
を
破
候
根
源
二
相
成
候
、
人
之
家
に

t
吉
凶
之

メ
ク
リ

循
環
有
之
候
事
、
年
中
―
―
寒
暑
之
廻
る
如
く
に
て
、
誰
も
不
遁
所
に
候
、
其
心
得
2

第
一
不
定
之
物

t
我
身
之
命
に
て
候
、
或
1
家
内
病
人

イ
ロ
イ
ロ

下
人
牛
馬
之
損
失
、
是
に
凶
年
を
重
ね
候
事
有
之
候
、
下
地
二
無
余
勢
人
俄
之
利
得
を
好
ミ
、
自
分
之
才
覚
を
以
色
々
の
手
段
を
始
、
金
銭

之
出
入
を
煩
多
一
一
致
候
得

t
、
自
然
と
家
内
一
一
騎
奢
を
生
し
て
物
入
多
相
成
候
、
左
様
時
不
幸
に
し
て
其
身
之
早
世
を
致
欺
、
不
意
之
災
狭

イ
ヱ

＊
有
之
候
得

t
、
綾
一
両
年
之
内
に
必
至
と
致
困
窮
候
人
段
こ
其
例
多
事
二
候
、
夫
故
所
帯
之
取
続
様
1
其
家
二
備
り
た
る
有
リ
物
を
以

年
中
之
大
本
を
定
、
諸
事
を
引
締
メ
、
仮
令
今
日
相
果
候
而
も
、
跡
―
―
災
難
之
不
残
考
を
以
、
生
業
を
相
勤
候
得

t
、
不
意
之
損
失
1
無
之

ニ
取
救
致
扶
助
候
儀
、

第
三
十
巻

本
か
他
人
之
借
用
中
に
質
物
相
立
候
事

t
其
時
之
親
疎
に
不
依
一
切
之
大
禁
に
て

も
の
二
候
、
人
間
之
長
久
之
利
得
そ
今
日
之
事
に
少
も
非
義
之
物
を
不
取
、
不
仁
之
事
を
不
致
、
実
儀
を
第
一
―
―
務
め
て
子
孫
―
―
其
風
を
残

し
候
事
、
家
運
長
久
之
宝
＝
一
而
候
、
古
語
に
百
年
之
利
t
徳
に
在
り
と
云
1
此
事
―
―
候
、
我
人
上
を
見
候
故
色

t
之
不
足
相
起
り
候
、
千
石

持
候
人
も
又
其
上
之
不
足
有
之
候
故
、
望
―
―

1
無
果
も
の
二
候
、
二
男
に
生
候
得

t
二
男
之
天
授
を
不
忘
、
我
ふ
下
之
二
男
を
見
く
ら
べ
候

得

t
、
天
命
之
難
有
所
能
く
知
れ
候
、
此
心
得
を
以
今
日
地
道
に
相
勤
候
得
を
、
穴
掘
ら
ぬ
狐
1
無
之
も
の
二
而
、
其
程
こ
に
応
し
余
計
1

中

自
然
と
其
内
＝
ー
相
残
り
候
、
世
上
少
禄
之
人
我
代
に
忽
致
困
窮
候
t
皆
此
考
を
間
違
候
故
―
―
而
候
、
酒
を
飲
、
物
数
寄
を
致
し
候
而
態
と
致

貧
窮
候
人
1
至
而
稀
な
る
も
の
に
て
、
多
ク
1
取
事
に
迷
ひ
て
出
す
事
仕
出
し
、
無
き
物
を
求
ん
と
し
て
必
有
る
物
を
失
ふ
事
批
上
に
鏡
多

き
事
＝
一
候
、
此
心
得
1
禄
之
大
小
に
不
依
、
国
・
天
下
を
治
る
も
此
心
得
之
由
候
得
共
、
小
禄
之
人
1
常
に
物
事
之
不
足
有
之
、
右
之
迷
有

0
他

之
も
の
候
故
、
小
禄
之
長
久
に
取
続
様
を
子
孫
代
こ
之
為
教
訓
分
而
書
記
置
候
、
若
又
無
拠
子
細
も
有
之
、
金
銭
之
0

借
不
致
候
而

t
不
叶

（
マ
マ
）

時
宜
も
有
之
候
〈

4

、
少
分
辿
も
其
許
一
身
之
存
慮
を
以
持
高
＊
之
質
物
相
立
候
儀
不
致
間
敷
候
、
前
文
二
も
記
置
候
通
君
上
之
御
恩
賜
．

父
祖
之
勤
労
二
而
不
軽
事
候
間
、
右
様
之
節

t
慶
蔵

‘vz
致
塾
談
、
何
分
＝
一
も
可
被
取
計
候
、
子
孫
代
こ
に
至
候
而
も
右
之
仕
向
を
以
嫡
庶
百

拙
者
、
匹
相
対
し
候
孝
行
―
―
候
、

第
五
・
六
合
併
号

二
―
四
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遺
言
書
に
よ
れ
ば
、

天
保
七
年
丙
申

伊
東
家
に
は
是
迄
分
家
が
無
か
っ
た
が
先
祖
へ
孝
行
の
た
め
此
度
分
家
を
立
て
、

余
（
門
地
拾
五
石
の
ほ
か
、
抱
地
・
浮
免
な
ど
）
、
そ
の
ほ
か
永
作
浮
免
を
分
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。
元
来
木
佐
貫
門
は
す
べ
て
本
家
の
一
円
支
配

に
し
、
他
の
門
地
葉
高
（
此
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
端
高
|
ー
他
家
と
の
持
合
門
の
微
小
な
高
の
意
で
あ
る
う
。
門
地
の
微
小
な
高
が
買
得
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
幾
つ
か
あ
わ
せ
て
も
拾
五
石
に
は
な
る
筈
で
あ
る
）
を
以
て
分
与
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
さ
ぎ
に
買
入
れ
た
木
佐
貫
門
(
-
―

+1
一
石
六
斗
）
の
う

ち
拾
五
石
を
分
与
し
た
の
で
あ
っ
た
。
他
の
門
は
先
祖
伝
来
の
門
で
あ
る
た
め
最
近
買
入
れ
た
木
佐
貫
門
を
以
て
分
与
し
た
の
で
あ
る
。
後

に
葉
高
を
以
て
交
換
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
難
渋
な
く
受
取
り
、
木
佐
貫
門
を
返
す
よ
う
遺
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
浮
免
．
抱
地

は
先
祖
伝
来
又
は
祐
積
・
祐
哀
代
に
開
い
た
も
の
で
、
そ
の
高
を
以
て
分
家
を
取
り
立
て
る
の
は
本
意
で
は
な
い
が
、
自
分
の
代
に
も
別
に

高
弐
拾
石
余
を
増
加
せ
し
め
た
の
で
先
祖
へ
の
申
訳
も
立
つ
と
云
っ
て
い
る
。
分
家
及
び
家
産
の
分
与
に
つ
い
て
の
一
つ
の
基
本
的
な
考
え

方
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
持
高
は
主
君
よ
り
恩
賜
の
も
の
で
こ
れ
を
以
て
奉
公
に
勤
め
、
耕
作
に
出
精
す
べ
き
で
武
士
に
似
合
わ
ぬ
交
易
や
持
高
を
質
物
に

立
て
て
利
徳
の
繰
廻
し
な
ど
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
説
き
、
本
家
と
の
嫡
庶
関
係
や
所
帯
の
取
り
続
き
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
懇
切
な
教
訓

を
与
え
て
い
て
、
家
訓
の
研
究
に
も
―
つ
の
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
佳
太
郎
（
嘉
太
郎
）
は
温
山
と
号
し
、
最
近
器

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

伊

東

佳

納

次

殿

十
二
月
吉
日

第
三
十
巻 祐

第
五
・
六
合
併
号

伊

東

佳

太

郎

候
、
拙
者
当
年
七
十
四
歳
に
て
旦
夕
之
露
命
難
計
候
故
、
老
筆
を
以
此
事
を
書
記
置
候
、
以
上
、

伴
（
花
押
）

二
―
五

本
家
持
高
の
う
ち
拾
九
石
六
斗

戸
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(5) 
註

(4) (3) (2) (1) 

四

助
、
家
門
の
繁
栄
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

ら
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
分
家
創
出
が
単
に
家
産
分
与
の
み
で
な
く
、

本
家
・
分
家
の
嫡
庶
関
係
が
重
視
せ
ら
れ
、

キ
人
物
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

第
五
・
六
合
併
号

末
薩
摩
藩
史
研
究
上
注
目
さ
れ
て
い
る
「
感
傷
雑
記
」
の
著
者
で
あ
っ
て
、
二
階
堂
本
覚
院
覚
書
に
は
「
文
武
二
道
ノ
武
士
ニ
テ
郷
―
―
珍
シ

と
も
あ
れ
、
分
家
創
出
に
お
い
て
は
家
産
の
分
与
が
重
要
視
せ
ら
れ
た
こ
と
、

系
譜
見
合
。

二
階
堂
本
覚
院
覚
書
（
仮
題
）
（
二
階
堂
進
家
文
書
）
。

此
の
点
は
前
節
の
註
⑳
の
史
料
に
「
木
佐
貫
門
一
日
嘉
納
次
に
相
渡
筈
」
と
記
し
て
い
る
の
と
は
矛
盾
す
る
が
、
詳
し
い
事
情
は
不
明
。

「
累
代
の
家
産
を
散
じ
な
い
こ
と
は
当
代
家
長
の
義
務
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
自
己
一
代
の
間
に
取
得
し
た
財
は
家
長
の
比
較
的
自
由
な

処
理
に
委
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
各
地
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
」
（
喜
多
野
清
一
、
同
族
の
相
互
扶
助
、
家
族
問
題
と
家
族
法
＞
扶
養
、
所
収
）
。

二
階
堂
進
家
文
書
。

日

高

家

と

守

屋

家

の

事

例

第
三
十
巻

し
か
も
そ
の
場
合
も
本
家
の
家
維
持
が
優
先
し
て
重
視
せ

相
互
の
依
存
・
扶

以
上
伊
東
家
の
分
家
の
過
程
を
、
と
く
に
家
産
分
与
の
観
点
か
ら
窺
っ
て
き
た
。
相
当
の
家
産
を
分
与
し
得
る
の
は
上
層
の
郷
士
に
お
い

て
は
じ
め
て
成
し
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
分
家
を
分
出
す
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
高
山
郷
に
お
い
て
一
、
二
の
事
例
を
挙
げ
る
と
、
高
山
郷
の
最
上
層
の
郷
士
日
高
家
（
六
ケ
所
、
三
百
石
ド
ン
と
通
称
）
で
は
近
世

二
1

六
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可

見
え
る
。

七
石
四
斗
五
舛
七
合
九
勺
壱
才

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

高

差

出

中
期
に
日
高
半
右
衛
門
家
を
分
出
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
十
二
月
の
差
出
に
よ
る
と
本
家
日
高
佐
一
郎
は
高
三
百

拾
八
石
弐
斗
余
で
、
慶
応
三
年
(
-
八
六
七
）
一

1

一
月
軍
役
高
改
正
が
令
せ
ら
れ
、
日
高
家
も
持
高
を
百
石
に
限
り
、
過
上
高
を
高
山
郷
の
諸
郷

士
に
「
附
属
」
せ
し
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
四
拾
九
石
九
斗
九
舛
九
合
は
後
年
二
弟
佐
二
郎
が
分
家
又
は
他
家
の
養
子
と
し
て
分
立
す

る
時
に
は
諸
人
よ
り
買
戻
し
得
る
特
約
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
一
、
持
高
四
拾
九
石
九
斗
九
舛
九
合

右
高
舎
弟
佐
二
郎
近
年
別
立
又
者
養
子
＊
に
相
分
リ
候
即
、
本
代
銀
入
付
買
付
ス
筋
、
別
紙
当
人
証
文
通
取
究
置
候
事

こ
れ
は
過
上
高
を
以
て
「
分
地
別
立
」
す
る
こ
と
を
藩
が
許
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
佐
二
郎
家
が
そ
の
後
五
社
馬
場
に
分
家
し
た

時
に
、
家
産
が
い
か
に
分
与
さ
れ
た
か
は
史
料
を
欠
く
の
で
明
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、

と
に
か
く
上
層
郷
士
に
お
い
て
は
分
家
と

家
産
分
与
は
切
り
離
せ
な
か
っ
た
し
、
他
家
へ
養
子
に
行
く
場
合
で
さ
え
分
与
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

守
屋
家
の
分
家
、
と
く
に
守
屋
泰
造
家
（
屋
号
ウ
ェ
）
の
分
出
過
程
に
つ
い
て
は
別
稿
に
詳
細
に
論
じ
た
が
、
右
の
泰
造
家
よ
り
さ
ら
に
分

家
（
屋
号
シ
タ
）
を
分
出
し
た
時
を
窺
う
と
、
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
四
月
六
日
に
泰
造
死
去
後
、
嫡
子
納
一
郎
に
継
目
を
願
い
出
た
際
の

持
高
は
弐
拾
弐
石
壱
斗
余
で
あ
り
、
そ
の
後
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
に
は
三
拾
石
六
斗
余
に
上
昇
し
て
お
り
、
同
年
十
二
月
十
日
に
は
納
一

郎
の
弟
納
二
郎
（
周
一
郎
、
当
時
十
六
オ
）
の
別
立
成
井
高
持
成
を
願
い
出
た
。
免
許
の
時
は
分
ら
な
い
が
、

内
（
略
）

第
三
十
巻

二
弟

第
五
・
六
合
併
号

佐

二
―
七

文
久
二
年
六
月
に
は
左
の
如
く

郎

方

底 3)
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右
の
史
料
に
よ
る
と
別
立
成
免
許
の
後
高
持
成
を
願
出
て
許
さ
れ
高
直
願
を
な
し
た
よ
う
で
あ
る
。

医
学
院
に
勤
め
、

ま
別
立
し
、
そ
の
ま
ま
五
社
屋
敷
の
納
一
郎
家
に
居
た
も
の
と
も
わ
れ
る
。
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
に
は
医
師
成
し
、
長
州
征
伐
に
従
軍
後

明
治
三
年
(
-
八
七
0
)
に
五
社
馬
場
の
屋
敷
（
現
在
地
）
に
移
っ
た
。

で
に
ほ
ぼ
十
年
を
経
過
し
て
い
た
。
ま
た
納
一
郎
家
の
持
高
の
約
三
分
の
一
が
分
与
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

ま
た
守
屋
家
の
本
家
1
1

「
宮
之
下
」
で
は
、
舎
人
の
嫡
子
弾
正
が
盲
目
の
た
め
弾
正
の
弟
常
磐
に
分
家
さ
せ
た
。
「
慶
応
元
年
乙
丑
六
月
分

家
、
高
二
十
石
ヲ
配
分
ス
、
屋
敷
〈
五
社
神
社
ノ
東
ノ
路
ノ
北
側
ナ
リ
」
と
あ
る
。
明
治
三
年
七
月
廿
八
日
舎
人
よ
り
常
磐
宛
の
「
遺
言

書
」
に
は
な
お
壱
人
分
家
さ
せ
る
意
向
で
、
そ
れ
は
恐
ら
く
次
の
弟
八
百
右
衛
門
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と
お
も
わ
れ
る
。
次
掲
の
史
料
に

よ
る
と
、
す
で
に
舎
人
よ
り
八
百
右
衛
門
へ
家
産
の
譲
与
分
は
定
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
明
治
四
年
十
二
月
廿
四
日
舎
人
死
去
、
八
百

右
衛
門
な
お
幼
少
の
た
め
（
当
時
八
オ
）
、
拾
五
オ
に
な
り
別
立
御
免
に
な
る
ま
で
親
類
中
に
て
家
具
・
什
番
類
は
封
印
し
管
瑶
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
の
時
親
類
中
に
て
作
成
せ
る
譲
状
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

与
中
衆

五
人

守

屋

納

二

郎

戊
六
月
廿
日

但
、
所
郷
士
守
屋
納
一
郎
方
少
相
請
取
申
候

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

（
以
下
略
）

第
三
十
巻

私
事
所
郷
士
守
屋
納
一
郎
次
弟
二
而
、
文
久
元
年
酉
十
二
月
別
立
成
之
願
申
上
、
御
免
許
被
仰
付
、
納
一
郎
持
高
之
内
分
地
仕
筈

―
―
而
初
而
高
持
成
之
願
申
上
候
処
、
此
節
御
高
奉
行
所
御
証
文
を
以
御
免
許
被
仰
付
、
高
直
願
申
出
候

高
山
郷
士

か
く
て
納
二
郎
は
「
家
内
壱
人
」
の
ま

こ
こ
で
も
別
立
成
↓
高
持
成
↓
分
家
屋
敷
居
住
ま

第
五
・
六
合
併
号

底 10)

二
―
八
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弓

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

刀
大
小

肥
前
忠
吉

濃
州
関
兼
吉

刀
大
小

肥
前
山
城
大
振
忠
広

備
中
青
江
次
家

山
城
国
京
信
国

駿
河
国
嶋
田
助
宗

刀
大
小

刀
大
小

備
前
守
光

x

X

 
X
 
X
 

備
前
助
貞

居
屋
敷
壱
ケ
所

門
壱
軒

引
戸
板
茸

台
所
壱
軒

居
家
壱
軒

ー
舎

正
1

ー
泰

高
弐
拾
壱
石
五
斗
弐
合
三
勺
五
才

五
敷
四
間
茅
葺

六
敷
四
間
余
茅
脇
廻
リ
小
板
葺

（
表
紙
）

「
守
屋
大
連
五
十
三
代
八
百
右
衛
門
に
譲
状
」

造

|― 

納
一
郎
（
ウ
エ
）

納
二
郎
（
シ
タ
）

（
周
一
郎
）

弾

人

I I I 

（
宮
之
下
）

弾

正

千

加

良

常
磐
（
ヒ
ガ
シ
）

八
百
右
衛
門

喜
八
郎
（
大
久
保
家
ヲ
嗣
グ
）

第
五
・
六
合
併
号

（
貼
紙
）

「
宮
之
下
に
留
返
置
侯
」

二
―
九

（
貼
紙
）

「
本
行
通
二
而

t
些
過
当
二
被
相
考
侯
二
付
、
分
地
之
時

r

拾
―
―
右
配
当
候
様
二
吟
味
い
た
し
置
候
事
」

第
一
二
十
巻
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-•一

中
飯
弁
当
大
小
三
ツ

琉
球
物

大
坂
物

x
x
x
 

箱
入

白
鉄

X
 
X
 

0
長
櫃

溜
塗

（
後
筆
）

「
宮
之
下
加
」

（
貼
紙
）

「
明
治
十
年
六
月
廿
八
日

宮
之
下
に
遣
侯
」

櫃
大
小

塩
硝
壺
大
小
三
ツ

五
匁
五
分
松
方
和
泉
守
正
勝

三
匁
四
分
松
方
七
郎
左
衛
門
正
奥
、
藻
玉
胴
乱
相
添

>

A

A

A

>

>

A

>

A

A

A

>

A

>

A

>

A

>

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

>

A

A

>

A

A

A

 

鉄
地
壱
挺
玉
目
四
分
八
厘
隅
州
種
子
嶋
常
行
作
、
藻
玉
胴
乱
相
添

五

匁

五

分

三
匁
四
分
間
形
一
ツ
一
二
匁
腔
一
ツ
四
分
八
厘
腔
一
ツ
閲
腿
壱
ツ

>
A
>
A
>
A
>
A
 

玉
箪
司
、
諸
品
粗
添

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

鉄
地
壱
挺
玉
目

皮
上
下
入
壱
ツ

篭
笥
―
―
一
竿

（
後
筆
）

「
内

0
壱
竿
そ
宮
之
下
に
」

小
箪
笥
、
平
箱
、
小
箱
、
机
壱
ツ
ッ
A

重

弐

組

大

小

箱

入

提

重

壱

組

箱

入

本

盤

壱

束

櫃

入

弐

之

膳

壱

束

櫃

入

吸

物

膳

拾

一

―

―

下

位

紀
州
百
弐
拾
椀
黒
塗
壱
束
湯
通
飯
鉢
相
添

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号
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テ

茶
々
碗
五
ツ

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

唐
銅
座
鍋
壱
ツ

唐
銅
火
鉢
壱
ツ

箱
入

（
貼
紙
）

「
明
治
十
六
月
廿
八
日

（
貼
紙
）

「
明
治
十
年
六
月
廿
八
日

京
焼
壱
朱
と
云

引
盆
拾

箱
入

猪
口
拾

紀
州
盆
井
歪
台
壱
通

上

（
後
筆
）

「
此
品
ハ
な
し
」

（
後
筆
）

「
此
品
ハ
な
し
」

同

弐

ツ

硯
蓋
弐
ツ

上
通

中
通

朱
塗
丸
盆
大
壱
ツ
小
三
ツ

r--
丸
飯
鉢
三
ツ

脇
取
盆
壱
ツ

真
鍮
金
茶
家
壱
ツ

下
位

角
鉢
弐
ツ

小
皿
壱
束

箱
入

吸
物
椀
壱
束

塁
羮
茶
碗
麟
数
只

中
皿
壱
束

箱
入

箱
入

箱
入

（
貼
紙
）

「
明
治
十
年
六
月
廿
八
日

（
貼
紙
）

「
内
壱
ツ
有
リ

〇
弐
ツ
ハ
宮
之
下
に
」

宮
之
下
に
遣
侯
」

宮
之
下
に
遣
候
」

宮
之
下
に
遣
侯
」

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

ロ
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鋸
弐
ツ

焼
酎
甕

焼
酎
徳
利
大
小
八
ツ

提
煙
草
盆
弐
ツ

煙
草
盆

上
通

小
歯
谷
口 （

貼
紙
）

「
明
治
十
年
丑
六
月
廿
八
日
宮
之
下
、
に
遣
候
上
通

□銅
物
」

釜
鍋
壱
ツ

半
釜
大
小
五
ツ

鍋
大
小
九
ツ

鉄
金
茶
家
弐
ツ

中
歯
中
元

大
小

（
後
筆
）

「
大
小
六
ツ
有
リ
」

（
後
筆
）

「
大
小
四
ツ
有
リ
」

（
後
筆
）

「
残
置
」

（
後
筆
）

「
残
置
」

正
月
用
土
器
大
小

茶
壺
大
小

盃
濯
壱
ツ

ヤ
キ贅

鍋
壱
ツ

箱

入

錫

鉢

箱
入

下
通

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

出
茶
家
壱
ツ

茶
飯
茶
碗
壱
束

飯
茶
碗
壱
束

湯
間
鍋
壱
対

箱
入

上
通

（
後
筆
）

「
残
置
」

京
焼
き
う
す
と
云

第
三
十
巻

（
貼
紙
）

「
明
治
十
年
六
月
廿
八
日

（
貼
紙
）

「
明
治
十
年
六
月
廿
八
日
宮
之
下
に
遣
侯
」

宮
之
下
に
有
リ

「
宮
之
下
に
遣
候
」

宮
之
下
に
遣
候
」

第
五
・
六
合
併
号

ロ
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鉄
つ
ぶ
ろ
壱
ツ

掛
書
三
幅
対

掛
書
一
幅
但
詣
表
具
黒
塗
軸

掛
書
一
幅
夜
梅
紙
表
具
黒
塗
軸

掛
書
三
幅
対
中
寿
老
人
左
竹
鶴

衣
類
其
外
此
方
格
護
之
品
こ
不
残

（財）

右
之
家
材
八
百
右
衛
門
重
次
に
被
譲
渡
置
候
、
当
家
相
続
之
儀
{
‘
嫡
子
弾
正
盲
目
二
而
家
督
難
被
為
托
儀
二
付
、
親
類
中
に
ご
遺
言
状
有

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

夜
着
五
ツ

（
マ
マ
）

屋
祢
秤
壱
ツ

（
マ
マ
）

風
呂
樽
壱
ツ

中
福
録
寿
左
竹
梅
亀
右
松
鶴
但
詣
表
具
角
軸
伊
川

古
物

詣
木
綿
新
古

枕
蚊
張
壱
ツ

蚊
張

小
ち
き
り
壱
ツ

拾
弐
斤
掛

金
定
壱
ツ

百
拾
斤
掛

平
炉
壱
ツ

秤
壱
ツ

古
物

右
松
日
鶴

「
此
品
な
し
」

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

ロ

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : None

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : MigrationNone

kyudaitosho_enkaku65
ノート注釈
kyudaitosho_enkaku65 : Unmarked



幕
末
期
蕨
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

守

屋

納

一

郎

（

分

家

ウ

ェ

）

津

曲

仲

助

（

舎

人

の

娘

婿

）

宮

田

彦

六
（
舎
人
の
従
兄
弟
）

日

高

日

高

市

来

宇

都

宮

日

高

親

類

会

席
第
一
二
十
巻

ニニ四

之
、
重
亮
死
去
之
後
、
親
類
席
中
―
―
お
ひ
て
開
封
二
相
及
候
処
、
守
屋
常
磐
道
皓
‘
に
嫡
家
相
続
被
為
致
度
遺
言
二
而
候
得
共
、
嫡
家
相
続
之

儀
t
素
よ
り
頻
二
申
断
居
候
二
付
、
其
後
明
治
三
年
庚
午
十
二
月
十
一
日
常
磐
に
別
段
遺
言
状
之
趣

t‘

嫡
孫
千
加
良
い
ま
た
幼
少
之
事
な

か
ら
右
は
家
督
為
致
置
、
常
磐
よ
り
万
事
引
受
教
育
い
た
し
、
守
屋
之
家
名
ヲ
不
祓
様
―
―
と
の
遺
言
状
有
之
二
付
、
右
遺
言
―
―
基
き
、
親
類

（財）

致
一
年
決
候
、
八
百
右
術
門
重
次
事
も
い
ま
た
幼
少
之
事
候
得
（
、
被
譲
渡
置
候
家
材
も
、
拾
五
オ
ニ
相
成
、
別
立
成
御
先
迫
之
間
、
親
類
―
―

而
守
屋
常
磐
9

守
屋
納
一
郎
・
守
屋
周
一
郎
・
宇
都
宮
東
太
・
日
高
彦
五
郎
立
会
、
長
櫃
五
ツ
・
小
箱
五
ツ
・
平
箱
壱
ツ
・
帳
面
箱
壱
ツ
に

入
付
、
一
番
よ
り
拾
三
香
迫
之
番
次
二
而
、
外
箪
笥
壱
竿
・
金
定
壱
ツ
百
弐
拾
斤
掛
親
類
封
印
之
上
、
格
護
―
―
相
及
候
、
左
候
而
右
ケ
条
之

内
、
刀
大
小
的

□
m者
焦
拠
嫡
家
重
代
之
宝
物
一
一
而
差
返
呉
候
様
、
弾
正
頻
―
―
申
事
候
得
共
、
右
通
存
、
千
加
良
継
目
御
免
之
上
可
差
返
筋

一
一
致
吟
味
置
候
、
的
而
為
後
年
書
記
置
候
、
実
―
―
明
治
四
年
辛
未
十
二
月
廿
八
日
之
事
也
、

宗
次
郎
（
舎
人
の
母
方
の
従
兄
弟
）

東
太
（
舎
人
の
従
兄
弟
に
し
て
、
妹
婿
）

運

右

衛

門

清
右
衛
門
（
舎
人
の
母
方
の
叔
母
婿
）

A
A
>
A
A
A
A
A
 

利
兵
衛
（
不
明
）

弥
八
郎
（
舎
人
の
甥
）

第
五
・
六
合
併
号
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常

も
っ
と
も
八
百
右
衛
門
は
早
世
し
た
と
云
わ
れ
（
系
譜
に
は
歿
年
月
日
記
載
な
し
）
、
そ
の
跡
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
此
等
の
譲
与
分
が
事
実

上
い
か
に
継
承
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
少
く
と
も
貼
紙
に
見
え
る
明
治
十
年
（
八
百
右
衛
門
十
四
オ
）
ま
で
は
家
産
の
分
与
が
親
類
中
に

て
考
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
（
も
っ
と
も
高
・
居
屋
敷
が
此
の
間
い
か
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
）
。

め
に
、
高
・
居
屋
敷
・
武
器
・
家
具
・
什
器
が
分
与
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
当
時
の
生
活
の
あ
り
方
も
如
実
に

う
か
が
う
こ
と
も
出
来
る
。
注
意
す
べ
き
は
最
初
定
め
ら
れ
た
高
弐
拾
壱
石
五
斗
余
を
後
に
は
過
大
で
あ
る
と
し
て
、
分
地
の
時
に
は
拾
二

石
を
配
当
す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、
慶
応
四
年
八
月
本
家
の
持
高
六
拾
四
石
四
斗
（
ほ
か
に
七
石
余
）
か
ら
す
る
と
、
弐
拾
壱
石
五
斗
余
は

必
ず
し
も
過
大
な
配
分
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
後
の
事
情
の
変
化
や
、
慶
応
三
年
に
分
家
し
た
常
磐
（
ヒ
ガ
シ
）
の
配
当
二
十

m
 

石
（
こ
れ
以
前
安
政
三
年
本
家
持
高
八
拾
六
石
余
）
か
ら
見
る
と
、
十
二
石
の
配
分
が
妥
当
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
幾
つ
か
の
事
例
で
も
分
家

分
出
に
あ
た
っ
て
の
持
高
の
分
与
は
本
家
の
三
分
の
一
乃
至
四
分
の
一
以
下
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
以
上
、
八
百
右
衛
門

の
場
合
で
も
早
く
分
家
の
創
出
が
意
図
さ
れ
、
相
当
の
家
産
の
分
与
が
計
画
さ
れ
、
し
か
も
本
家
当
主
が
そ
れ
を
遂
行
し
得
る
力
の
な
い
時

は
「
親
類
中
」
を
も
っ
て
決
定
・
管
理
さ
れ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

註
山
原
口
虎
雄
、
薩
藩
郷
士
生
活
の
経
済
的
基
礎
（
宮
本
又
次
編
、
九
州
経
済
史
研
究
所
収
）
二
四
四
・
五
頁
。

②
実
質
的
に
は
そ
の
附
属
高
を
質
物
と
す
る
年
賦
払
の
売
買
で
あ
っ
た
。
此
の
点
他
の
機
会
に
考
察
し
た
い
。

③
慶
応
三
年
卯
九
月
、
持
高
井
附
属
高
取
調
帳
（
日
高
通
博
家
文
書
）
。

山
原
口
、
前
掲
稿
二
四
五
頁
。
も
っ
と
も
分
地
別
立
附
属
石
高
に
つ
い
て
は
衆
中
は
『
自
作
高
拾
弐
石
限
。
高
弐
拾
石
』
と
あ
る
が
、
そ
の
後
変
更
さ

れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
御
教
示
を
お
願
い
す
る
。

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

守
第
三
十
巻

屋

第
五
・
六
合
併
号

磐
（
分
家
ヒ
ガ
シ
）
』

ニニ五

守

屋

周

一

郎

（

分

家

シ

タ

）

と
も
か
く
分
家
の
た
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(9) (8) 

同
宮

田

彦

六

殿

右
守
屋
泰
造
事
、
当
月
六
日
病
死
仕
候
、

．．．．．．．．． 

（
以
下
略
）

酉
（
文
久
元
年
）
三
月
八
日
、
守
屋
納
一
郎
「
差
出
」
（
守
屋
泰
造
家
文
書
）
。

「

口

上

覚

右
者
私
弟
二
而
御
座
候
処
、
私
持
高
之
内
、

様
、
名
次
書
頼
存
候
、
以
上
、

右 親

日類

高

宗

次

郎

殿

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

分
地
仕
、

（
守
屋
泰
造
家
文
書
）

高

山

弟

守

屋

此
節
別
立
成
之
御
願
申
上
度
奉
存
候
間
、

郷
士

守

第
三
十
巻

第
五
・
六
合
併
号

⑤
前
述
の
近
世
初
期
、
河
俣
家
よ
り
伊
東
家
を
嗣
い
だ
時
の
こ
と
を
考
え
よ
（
八
六
頁
参
照
）
。
薩
摩
藩
で
は
他
家
へ
養
嗣
子
を
出
し
た
場
合
も
、

条
件
に
よ
っ
て
は
分
家
に
近
い
意
識
が
も
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
秀
村
、
分
家
に
関
す
る
一
考
察
参
照
。

⑥
守
屋
家
略
系
図
（
守
屋
泰
造
家
文
書
）
。
守
屋
舎
人
日
帳
（
守
屋
雄
次
郎
家
文
書
）
。

⑦

『

口

上

覚

高

山

嫡

子

．

守

屋

納

一

郎

私
事
御
存
之
通
此
程
力
病
気
有
之
、
此
節
之
煩
快
気
仕
候
儀
無
覚
束
存
申
候
、
万
一
養
生
相
叶
不
甲
候
こ
、
右
納
一
郎
に
継
目
被
仰
付
被
下
候

、
、
、

様
御
申
上
可
給
候
、
尤
持
高
弐
拾
弐
石
壱
斗
九
舛
弐
合
六
勺
六
オ
、
居
屋
敷
一
ケ
所
格
護
仕
居
申
候
間
、
奉
願
通
御
免
許
被
仰
付
被
下
候
様
御

申
上
可
給
儀
頼
存
候
、
以
上

未

四

月

廿

八

日

納

二

郎

別
立
成
井
高
持
成
御
免
許
被
仰
付
被
下
候

屋

泰

造

ニニ六
と
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幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

(11) (10) 

守

屋

納

二

郎

殿

（
以
下
略
）

御

与

頭

衆

中

証

拠

人

右

高

主

第
三
十
巻

成

高

山

郷

守

第
五
・
六
合
併
号

酉

十

二

月

九

日

右
被
申
出
通
別
条
無
御
座
候
義
、
守
屋
納
二
郎
事
、
人
柄
相
応
之
者
二
而
、
御
奉
公
相
勤
由
者
二
御
座
候
間
、
奉
頴
通
別
立
成
御
免
許
被
仰
付

被
下
候
様
御
申
出
可
被
下
候
、
以
上
、

酉

十

二

月

十

日

（
守
屋
泰
造
家
文
書
）

守
屋
泰
造
家
文
書
。

『

証

文

一
、
高
七
石
四
斗
五
舛
七
合
九
勺
壱
才

、

、

、

、

、

、

、

、

、

右
御
方
事
、
此
方
次
弟
二
而
侯
故
、
文
久
元
年
酉
十
二
月
別
立
成
ノ
願
申
上
、
御
免
許
被
仰
付
、
此
節
高
持
ノ
顧
申
出
候
処
、
且
又
御
免
許
披

、
、
、

仰
付
候
、
依
之
右
高
此
方
持
高
之
内
か
致
分
地
候
間
、
被
成
御
披
露
御
方
高
二
可
被
召
直
候
、
為
其
如
此
御
座
侯
、
以
上

文
久
二
年
戌
六
月
廿
八
日

（
守
屋
泰
造
家
文
書
）

合 同 屋 士

迫

多

門

ニニ七

納

一

郎

印

田

十

蔵

印

（
他
二
名
略
）

郷

士

守

屋

納

一

郎

印

L=＝ L— 
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五

あ

と

が

幕
末
期
薩
摩
藩
郷
士
の
分
家
と
家
産
の
分
与

屋
敷
は
買
得
若
く
は
家
作
に
よ
る
こ
と
、

第
三
十
巻

⑫
前
掲
守
屋
家
略
系
図
。

⑬
・
⑮
明
治
四
十
四
年
三
月
写
、
物
部
連
守
屋
家
系
図
（
守
屋
泰
三
家
文
書
）
。

⑭
『
（
前
欠
）
・
・
・
壱
人
そ
別
立
為
致
度
、
近
と
力
家
作
致
取
付
含
候
…
』
と
見
え
る
。

⑯
慶
応
四
年
八
月
、
桔
免
高
井
三
合
米
高
水
掛
米
取
調
横
折
（
守
屋
雄
次
郎
家
文
書
）
。

⑰
安
政
三
年
二
月
、
桔
免
高
取
調
横
折
（
右
同
）
。

ニニ八

以
上
伊
東
家
の
分
家
の
過
程
と
家
産
の
分
与
に
つ
い
て
考
察
し
、
な
お
日
高
家
・
守
屋
家
の
事
例
を
も
補
足
的
に
考
察
し
た
。
別
稿
に
お

い
て
守
屋
家
の
分
家
（
守
屋
泰
造
家
）
に
つ
い
て
同
様
な
角
度
か
ら
考
察
し
た
の
で
、
相
侯
っ
て
薩
摩
藩
の
上
層
郷
士
に
お
け
る
分
家
の
あ
り

方
を
或
程
度
明
ら
か
に
し
得
た
と
お
も
う
。
し
か
も
薩
摩
藩
郷
士
と
い
う
特
定
地
域
•
特
定
身
分
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
に
お
け
る

分
家
と
家
産
分
与
に
関
す
る
基
本
的
態
度
と
意
識
を
多
く
見
出
す
の
で
あ
る
。

さ
き
に
守
屋
家
の
分
家
に
関
す
る
論
文
に
お
い
て
、
①
分
家
の
困
難
l

し
た
が
っ
て
上
層
郷
士
で
さ
え
分
家
の
数
が
少
な
い
こ
と
、
⑫

分
家
の
過
程
が
相
当
長
年
月
を
要
し
、
本
家
の
庇
護
の
も
と
に
分
出
し
得
た
こ
と
、
③
分
家
に
あ
た
り
相
当
規
模
（
家
の
存
立
し
得
る
）
の
家

産
が
分
与
さ
れ
た
こ
と
。

そ
の
場
合
と
く
に
土
地
（
門
と
自
作
地
）
と
居
屋
敷
が
基
本
的
で
あ
る
こ
と
。
土
地
は
知
行
の
買
入
れ
や
開
拓
（
抱

地

と

し

て

）

な

ど

に

よ

り

長

い

準

備

を

要

し

た

こ

と

。

⑭

分

家

の

数

が

少

い

こ

と

か

ら

所

謂

同

族

団
の
顕
著
な
発
展
が
見
ら
れ
ず
、
社
会
生
活
の
上
で
は
同
族
を
も
含
め
て
「
親
類
中
」
又
は
「
類
中
」
と
い
わ
れ
る
親
族
の
意
味
が
大
き
い

こ
と
。
し
か
し
親
類
中
の
な
か
で
は
分
家
は
中
核
的
地
位
に
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
。

本
稿
で
は
分
家
が
親
類
中
に
お
い
て
如
何
な
る
地
位
に
あ
っ
た
か
は
史
料
の
関
係
上
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ほ

き

第
五
・
六
合
併
号
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か
は
ほ
ぼ
同
様
の
結
論
を
な
し
得
る
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
た
伊
東
家
に
お
い
て
分
家
の
当
主
が
嗣
子
な
く
し
て
歿
す
る
や
、
本
家
の
次
男
が

分
家
を
嗣
い
だ
こ
と
は
、
守
屋
家
に
お
い
て
分
家
に
対
し
『
御
方
万
一
嫡
子
無
之
候
こ
、
此
方
二
三
孫
を
以
跡
目
相
続
可
致
候
間
、
其
通
可

被
相
心
得
候
』
と
達
し
て
い
る
の
と
考
え
合
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
伊
東
家
に
お
い
て
、
先
祖
伝
来
の
高
を
散
じ
る
こ
と
を
本
意
に

非
ず
と
し
、
し
か
も
自
己
一
代
に
高
を
増
加
せ
し
め
た
こ
と
を
理
由
に
分
家
に
高
を
分
与
し
て
い
る
如
き
、
或
は
本
家
の
家
維
持
を
確
保
し

つ
つ
家
門
の
繁
昌
の
た
め
に
分
家
を
分
出
し
、
嫡
庶
の
分
、
相
互
の
扶
助
を
説
く
が
如
き
、

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
う
に
と
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

第
五
・
六
合
併
号

も
っ
と
も
本
稿
は
家
産
分
与
と
い
う
観
点
か
ら
分
家
を
考
察
し
て
き
た
た
め
、
分
家
の
分
立
と
は
本
家
に
よ
る
家
産
の
分
与
そ
の
も
の
の

、
、
、

し
か
し
家
産
の
分
与
は
本
家
と
分
家
の
生
活
諸
連
関
の
中
で
―
つ
の
重
要
な
契
機
で
は
あ
る
が
、
そ
の

全
て
で
は
な
い
。
本
家
・
分
家
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
生
活
全
般
に
わ
た
る
考
察
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
史

料
条
件
の
整
っ
た
家
を
選
び
改
め
て
考
察
し
た
い
と
お
も
っ
て
い
る
。

註
田
分
地
目
録
（
仮
題
、
青
表
紙
本
）
（
守
屋
泰
造
家
文
書
）
。

②
そ
の
一
端
は
守
屋
泰
造
家
に
閃
す
る
論
文
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
な
お
そ
の
際
の
史
料
を
補
足
し
て
お
く
と

（総）

laj

家
紋
を
受
用
し
つ
つ
も
嫡
庶
の
分
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
『
一
幕
之
紋
事
、
松
領
ハ
―
―
一
日
月
ヲ
五
ノ
カ
カ
リ
ニ
ス
エ
テ
、
幕
ノ
網
ハ
左
二
打

熊
庶
子
ノ
幕
ハ
三
日
月
ヲ
―
―
一
ノ
カ
A

リ
ニ
ス
エ
テ
幕
ノ
縄
ハ
右
ニ
ウ
ツ
ナ
リ
』
（
天
保
一
一
一
年
八
月
、
守
屋
家
略
系
図
、
守
屋
泰
造
家
文
書
）
。

lbj

本
家
の
盆
の
墓
掃
除
に
は
後
年
ま
で
分
家
よ
り
下
人
を
召
列
れ
て
奉
仕
す
る
こ
と
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
『
一
、
今
朝
墓
捺
と
／
守
屋
納
一
郎

（
ウ
エ
）
・
守
屋
常
磐
（
ヒ
ガ
シ
）
・
い
そ
（
納
一
郎
母
）
下
人
召
列
参
候
事
』
（
守
屋
舎
人
日
帳
、
慶
応
四
年
七
月
十
日
の
条
）
。

〔
後
記
〕

小
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
東
美
津
子
、
吉
井
虎
視
、
日
高
栄
子
、
二
階
堂
進
、
日
高
十
知
、
日
高
サ
チ
、
守
屋
泰
三
、
守
屋
雄
次
郎
、
守
屋
貞

子
、
守
屋
泰
造
の
諸
氏
に
文
書
の
借
覧
、
間
取
等
種
々
御
配
慮
を
煩
わ
し
た
。
紙
上
を
借
り
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
（
一
九
六
五
•
四
•
一
六
）
。
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い
づ
れ
も
我
が
国
の
本
家
・
分
家
間
の
あ
り
方
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